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　九州歯科学会雑誌（以下，本誌）は，基礎・臨床研究お
よび歯学・医学教育に関連した総説，原著，臨床報告（症
例報告および症例シリーズ），教育報告，トピックスお
よびその他に分類される論文や記事を掲載します．論文
は複数の査読者による査読を受け，最終的に編集長が掲
載の採否を決定します（トピックスとその他は査読な
し）．論文や記事が掲載決定（承認: アクセプト）された
ら，順次J-Stageにオンライン掲載されます．
　冊子体としては，年４回（１号：３月25日，２号：６
月25日，３号：９月25日，４号：12月25日）発行されます．
発行日のおよそ１ヶ月前までにオンライン掲載された論
文と記事は，１つのPDFファイルにまとめられ，学会
雑誌として会員へメール送付されます．
　本誌へ投稿するには，すべての著者が本学会会員であ
る必要があります（依頼原稿は除く）．内容は未発表の和
文または英文とします．所定のカバーレターと図を含む
Word原稿ファイルをメールにて投稿してください（kds.
zasshi@gmail.com）．原稿ファイルが大きすぎて送信で
きない場合はカバーレターのみ送信し，原稿ファイルの
送付方法について事務局と相談してください．郵送での
紙面原稿は原則受け付けません．
　本誌へ投稿を考える際には，カバーレターと各種論文
テンプレート（ひな形）を学会ホームページから事前にダ
ウンロードしてください．コピー &ペーストではWord
書式が崩れやすいので，テンプレートに直接書き込むよ
うにしてください．学会ホームページの「投稿の手引き」
および「患者プライバシー保護に関する指針」に必ず従っ
てください．ヒト実験および動物実験では，それぞれヘ
ルシンキ宣言とNIHガイドラインに準拠し，各所属研究
機関の倫理委員会にて承認を得ていないといけません．

許可番号やインフォームドコンセントについて必ず論文
に記載してください．
　投稿からオンライン掲載までの流れを下図にまとめて
います．初回投稿に不備があった場合は原稿が差し戻さ
れますので，訂正して投稿をやり直してください．不備
がないと原稿は受付され，論文番号が付与されて編集長，
共同編集員，査読者へと原稿が渡されていきます．受付
されてから責任著者への査読コメントが返って来るのに
３週間は要します．査読コメントの内容によって２週間
から半年の返答（リバイス）期限が設定されます．期限内
に修正し，再投稿してください．掲載が承認されると10
日程で校正用PDFが届きますので，48時間以内に返信
してください．校正は１回のみで，内容の大幅な変更は
認められません．
　校正後の確定ページ数を基に，事務局から掲載料

（APC: Article Processing Charge）を請求いたします．
指定の銀行口座へ迅速に振り込んでください．振込確認
後，J-Stageに論文が公開されます．依頼原稿に関しては，
規定のページ数までは無料ですが，超えたページ数に関
しては，掲載料が原則発生します．
　不備なくメール投稿された日付を受付日とし，掲載承
認のメールが送付された日付を受理日とします．掲載論
文の著作権および複写権は九州歯科学会に帰属します．
九州歯科学会はこれらの著作物をあらゆる媒体に掲載・
出版する権利を有します．

　本投稿規定は，編集委員会で審議の上，理事会で承認
されたものです．2024年中盤より本投稿規定が大きく変
更されていますので，過去の本誌論文を参考にする際に
は差異に注意してください．

九 州 歯 科 学 会 雑 誌 投 稿 規 定
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Review（総説）

The role of bone formation inhibitory BMPs in bone metabolism
骨代謝における骨形成抑制型BMPの役割

Shoichiro Kokabu, Nao Kodama
古株　彰一郎・児玉　奈央

　　　　　　Division of Molecular Signaling and Biochemistry, Kyushu Dental University, Fukuoka.
　　　　　　九州歯科大学分子情報生化学分野, 福岡.
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To date, approximately 20 types of bone morphogenetic 
proteins (BMPs) have been identified. Not all of them have 
osteogenic potential, and in particular BMP3 and BMP3b do 
not show osteogenic potential. BMP3 was discovered in 1988 
and subsequently BMP3b was identified as a similar protein 
with high homology to BMP3. Because they fall between the 
BMP/ growth and differentiation factor (GDF) and transforming 
growth factor β (TGFβ) /Activin subgroups within the TGFβ 
superfamily, their function has not been fully elucidated. 
However, recent studies have analyzed bone tissue in 
conventional knockout mouse models of BMP3b. It was found 
that BMP3 and BMP3b act as antagonists of the BMP 
receptor and negatively regulate bone mass by inhibiting 
osteoblast differentiation. In this review, we discuss the latest 
findings on the functions and regulatory mechanisms of 
BMP3 and BMP3b, focusing on future research topics and 
potential applications in bone regeneration medicine. 
Keywords: Bone regeneration, BMP3, BMP3b, BMP, TGFβ

　現在までに，骨形成タンパク質; Bone Morphogenetic 
Protein (BMP) は約20種が同定されている．これら全て
が骨形成能を持つわけではなく，特にBMP3および
BMP3bは骨形成能を示さない．BMP3は1988年に発見
され，その後BMP3bがBMP3と高い相同性を有する類

似タンパク質として同定された．これらはTransforming 
Growth Factor β （TGFβ）　スーパーファミリー内で
BMP/ Growth and Differentiation Factor （GDF）とTGF
β/Activinのサブグループ間に位置することから，これ
まで機能解析が十分に行われてこなかった．しかし，最
近の研究によりBMP3bのコンベンショナルノックアウ
トマウスモデルにおける骨組織解析が行われた．BMP3
およびBMP3bはBMP受容体のアンタゴニストとして作
用し，骨芽細胞の分化を抑制することで骨量を負に制御
することが判明した．そこで本総説では，BMP3と
BMP3bの機能およびその調節メカニズムに関する最新
の知見を詳述し，将来の研究課題と骨再生医療への応用
の可能性に焦点を当てた議論を展開する．
キーワード：骨再生，BMP3，BMP3b，BMP，TGFβ

１．緒言

　歯科領域に限らず，整形外科分野でも骨再生医療への
関心は高い．骨誘導性BMPは，間葉系幹細胞を骨芽細胞
系譜に特異的に分化させることが可能なサイトカインで
ある．この特性を実験的に利用した経験を持つ研究者で
あれば，BMPが骨再生医療において持つ大きな可能性を
実感したことは想像に難くない．しかし，実験系で示さ
れるBMPの強力な骨形成誘導効果が，実際の再生医療の
現場で十分に発揮されていない現状は否めない．
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　現在までに約20種類のBMPが同定されているが，そ
のすべてが骨形成能を持つわけではない．BMP3および
BMP3bはその典型例である．筆者らは2012年の辰年に
BMP3が骨芽細胞分化を制御するメカニズムを解明し，
その成果を報告した．そして12年後の2024年，同じく辰
年に，幸運にもBMP3bの骨代謝における役割に関する
研究成果を発表する機会を得た．
　本総説では，骨形成を抑制するBMPであるBMP3お
よびBMP3bが骨代謝に果たす役割について，その分子
機構の詳細を解説するとともに，これらのサイトカイン
をターゲットとした臨床応用の可能性について議論する．

２．BMPとBMPシグナル

　1960年代，米国カリフォルニア州の整形外科医Urist
は，骨基質を筋肉内や皮下組織に異所的に移植すること
で骨形成が誘導される現象を観察した．さらに，脱灰し
た骨基質内に含まれるタンパク質因子がこの活性を担う
ことを明らかにし，この因子を「骨形成因子（Bone 
Morphogenetic Protein, BMP）」と命名した１）．その後，
BMPの精製は世界各地の研究室で進められ，この因子
が30kDaから15kDaの範囲に位置する複数のタンパク質
分子から構成されていることや，これらの単一分子にも
異所的骨形成活性があることが解明されつつあった．
　米国マサチューセッツ州のGenetics Institute社の
WozneyとRosenらは，ウシの骨基質からBMP活性を持
つ 分 子 群 を 大 量 に 精 製 し た の ち，BMP1，BMP2A，
BMP2B，およびBMP3のクローニングに成功した２）．こ
の研究により，BMPがActivinやTransforming Growth 

Factor β（TGF β）とともにTGFβスーパーファミリー
に属することが明らかになった３）．さらに，Genetics 
Institute社のグループはBMPタンパクの別のフラクショ
ンの解析や遺伝子の相同性をもとにその他のBMPの関連
遺 伝 子 を ク ロ ー ニ ン グ し ４），BMPはGrowth and 
Differentiation Factor （GDF）と命名するグループから
の報告もあり，現在20種ほどの分子が知られている３）．
　TGFβ ス ー パ ー フ ァ ミ リ ー は，TGFβ/Activin/
MyostatinサブグループとBMP/GDFサブグループの２
つに分類される．BMP3とBMP3bは，このTGFβスー
パーファミリーの中で，これら２つのサブグループの中
間的な位置にあるとされる５）（図１）．TGFβスーパー
ファミリーに属するサイトカインが誘導するシグナル
は，膜貫通型セリン/スレオニンキナーゼ受容体を介し
て伝達される．この受容体にはI型とII型の２種類があ
り，それぞれ異なる機能を持つ６）．BMPシグナル伝達に
関与するI型受容体は，これまでに３種類が同定されて
い る．ALK3（BMPRIA）はBMPに 特 異 的 に 結 合 し，
ALK6（BMPRIB）はBMPおよび抗ミュラー管ホルモン

（AMH）に結合，ALK2（ACVR1）はBMPとActivinを認
識する．一方，II型受容体にはBMP特異的なBMPRII，
BMPとActivinの 両 方 を 認 識 す るACVR2Aお よ び
ACVR2Bがある７）．
　BMPがタイプII受容体に結合すると，タイプI受容体
がリン酸化され，これによりタイプI受容体は下流のシ
グナル分子を活性化する．この経路ではERK，JNK，
p38な ど の キ ナ ー ゼ に 加 え， 特 にSMAD1お よ び
SMAD5が重要である．SMAD1とSMAD5は，C末端に

Figure 1: Phylogenetic tree 
of TGFβ superfamily. BMP3b 
is an intermediate between the 
TGFβ/activin/myostatin and 
BMP/GDF subgroups in TGFβ 
superfamily.   Act; Actvin, MIS; 
M u e l l e r i a n  I n h i b i t i n g 
Substance. This diagram was 
modified from reference 5 5).
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あるSer-X-Serモチーフのセリン残基がBMP受容体に
よってリン酸化され，リン酸化されたSMAD1および
SMAD5はSMAD4とヘテロ二量体を形成する．この複
合体はId1，Id2，Id3などのBMP応答遺伝子の転写を活
性化し，最終的に骨芽細胞の分化を誘導する８-12)．
　一方，TGFβやActivinのシグナル伝達では異なるI型
およびII型受容体が必要とされる．これらの受容体にお
いて活性化されたI型受容体はSMAD2およびSMAD3を
リン酸化し，リン酸化SMAD2およびSMAD3はSMAD4
と複合体を形成してシグナルを伝達する７）（図２）．
　これらのシグナル伝達は各ステップで多様な因子に
よって厳密に制御されており，この調節機構はさまざま
な生理機能や病態において重要な役割を果たしている．
以下，特にBMPシグナルを負に制御することが報告さ
れているBMP3およびBMP3bに焦点を当て，その機能
と調節機構を深掘りする．

３．BMP3

　BMP3は，BMP2などとともに最初に同定されたBMP
である２）．脱灰骨中でBMP3は最も豊富に存在し，総
BMP量の約65％を占める13）．初期の研究では，他の
BMPと同様にBMP3も骨形成を誘導する能力を持つと
考えられていたが14），BMP3ノックアウト（KOマウス）
の解析では予想に反して骨量が増加する表現型が確認さ
れた15）．MC3T3-E1およびP19細胞株を用いた3TPレ
ポーターアッセイの結果から，BMP3のcDNAを過剰発
現させたCHO細胞のコンディショニングメディウムが，
ALK4およびACVRIIを介してTGFβ/Activinシグナ

ルを活性化することで骨量を抑制している可能性が示唆
された15）．さらに，アフリカツメガエルを用いた実験で
は，BMP3がActivinおよびBMPシグナルの両方を阻害
することが示され，これら２つのシグナル伝達経路に共
通のターゲット因子が存在する可能性が示唆された．そ
の後，BMP3が共通のII型受容体であるACVR2Bに結
合して作用することが明らかとなった16）．
　2009年には，I型コラーゲンプロモーターを用いて
BMP3を過剰発現させたトランスジェニックマウス（Tg
マウス）が作製され，骨芽細胞におけるBMP3の機能解
析が進展した17）．このマウスでは胎生期に自然発生的な
肋骨骨折が観察され，その原因として，骨膜および後期
肥大性軟骨細胞の分化障害による皮質骨の菲薄化と石灰
化度の低下が挙げられた．また，ACVR2B受容体KOマ
ウスの肋骨でも，BMP3Tgマウスと同様に後期軟骨形成
および石灰化に障害が確認された．これらのデータは，
BMP3が軟骨細胞および骨膜におけるACVR2Bを介し
たシグナル伝達を調節することで，骨の石灰化と骨量を
抑制する役割を果たしていることを示唆している17）．
　BMP3 KOやTgマウス骨格の表現型は明らかにされ
ているものの，骨代謝におけるその詳細な分子メカニズ
ムは依然として不明であった．この問題に対処するため，
われわれはジーンターゲッティング技術を利用して，
BMP3遺伝子座にLacZ遺伝子を導入し，BMP3-LacZ
ノックインマウスを作製した．このアプローチにより，
BMP3 KOマウスの表現型を維持しつつ，BMP3発現細
胞を青色に染色できるようになった．その結果，骨髄間
質細胞を含む骨髄内細胞ではBMP3の発現は認められ

Figure 2: Canonical signal 
t r a n s d u c t i o n  o f  T G F β 
superfamily members. BMPs 
and TGFβ/Activin induces 
SMAD1/5 and SMAD2/3 signaling 
respectively. MIS; Muellerian 
Inhibiting Substance. 
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ず，主に骨芽細胞と骨細胞での発現が確認された．さら
に， 骨 髄 間 質 細 胞W20-17細 胞 を 用 い た 実 験 か ら，
BMP3がACVR2B受容体に作用し，BMP2やBMP4に
よって誘導される骨芽細胞分化を抑制することも明らか
になった18）．
　次に，われわれはBMP3の発現制御因子を探索した．
BMP3は骨に存在する最も豊富なBMPであり，骨形成
と骨量を負に制御することから，BMP3の発現を抑制す
るメカニズムを特定できれば，骨量の減少や骨粗鬆症の
治療に利用できる可能性がある．WNTはBMPと同様に
骨量，骨折リスク，骨折修復，骨芽細胞形成を制御する
サイトカインであり19），WNTシグナルを増強させる抗
スクレロスチン抗体は骨粗鬆症治療として使用されてい
る．このWNTシグナルが骨芽細胞系細胞において
BMP3の発現を強力に誘導した．さらにWNTシグナル
が増強されたマウスでは，BMP3の発現量が高かった．
つまり，抗スクレロスチン抗体の投与においても，
BMP3の発現が誘導されている可能性が高いことから，
WNTシグナルによるBMP3誘導を解除できれば，より
効果的な骨粗鬆症治療薬を開発できるかもしれない．
　最後に，この章を締めくくるにあたり，BMP3と顎顔
面形態との関係について触れたい．4q21症候群は，成
長障害や精神発達の遅延とともに顎顔面の形態異常を示
す疾患である．この症候群の発症メカニズムには，
BMP3遺伝子またはその近接するDNA配列の微小欠失
が関与している可能性が指摘されている20）．イヌはすべ
てオオカミの亜種 (Canis lupus familiaris) に属してお
り，犬種はその中のさらに細かい変種に当たる．同じ亜
種の中でこれほど多様な特徴を持つ動物は珍しく，犬種
ごとに体格や顔つき，性格が大きく異なるのは非常に特
異的である．62犬種576頭のイヌの遺伝子を調べ，顔が
短い犬種（短頭種）では他の犬種に比べてBMP3の遺伝
子に特徴的な変異があることがわかった．この変異は
BMP3の機能を弱めるものであり，短頭種特有の顔の
形をつくる原因の一つと考えられる21）．さらに，ゼブラ
フィッシュの胚を，BMP3の機能を失わせる変異型モノ
フォリノで処理すると，顔の骨が正常に発達しないこと
がわかった21）．このことから，BMP3は魚類からヒトに
至るまで，正常な顔や顎の形をつくるために重要な役割
を果たしている可能性が高いと考えられる．

４．BMP3b（GDF10）

　BMP3b（GDF10）は，国立循環器病センターに勤務
していた日本人研究者，日野博士らによってラットの大

腿骨組織から初めて発見された22）．この発見以降，
BMP3bの生理機能について，胎生期の頭部形成23），脂
肪細胞の分化24，25），そして骨格筋の維持26）といった，
BMP3bのさまざまな生理機能が明らかにされてきた．
さらに，BMP3bが脳梗塞27），筋ジストロフィー 28），肺
の線維化29）などの病態形成過程においても重要な役割を
担っていることが示唆されている．
　BMP3bは骨組織で見つかったものであることから当
然，骨代謝における機能解析が行われてきた．培養骨芽
細胞を用いた実験から，BMP3bの発現量は骨芽細胞分
化とともに増加した30）．C2C12細胞株はBMPシグナル
依存的に骨芽細胞分化する31）．BMP3bのcDNAを過剰
発現させたCHO細胞のコンディショニングメディウム
は，TGFβやActivinに応答するプロモーター活性を促
進した．また，BMP2により誘導されたBMP応答性プ
ロモーター活性は，BMP3b処理により有意に抑制され
た32）．さらに，BMP3bは，BMP2，4，6，7によって誘導
されたRunt-related ranscription factor 2（Runx2），オ
ステオカルシン，Ⅰ型コラーゲンなどの骨芽細胞マー
カーの発現を抑制した．以上より，従来はTGFβや
Activinによって誘導されると考えられてきたシグナル
をBMP3bも促進し，BMPシグナルと拮抗することで
BMPシグナルならびにそれに引き続く骨芽細胞分化を
抑制すると考えられた32）．
　上記のように，in vitro研究からBMP3bが骨芽細胞分
化を抑制する可能性が示されたが，生体内の骨量調節に
おけるBMP3bの役割が不明の状態は長く続いた．そこ
でわれわれは，BMP3b KOマウスを入手し，骨組織の
解析に取り組んだ．BMP3b KOは野生型の対照マウス
と比較して体格に有意な差は認められなかった．組織形
態計測法およびマイクロCTで評価したところ，BMP3b 
KOマウスでは骨量および骨密度が有意に増加している
ことが明らかとなった． BMP3b KOマウスの骨組織で
は，骨芽細胞分化遺伝子の発現が上昇している一方で，
破骨細胞関連遺伝子の発現は変化していなかった．これ
と一致して，BMP3bは骨芽細胞系細胞で高発現してい
たが，破骨細胞にはその発現はほとんど認めなかった．
そこで，骨芽細胞系細胞に焦点を絞り以降の解析を進め
た．すると，BMP3b KOマウス由来骨髄間質細胞は，
骨分化能が亢進しており，骨形成を促進することが明ら
かになった．HEK293細胞にBMP3bのcDNAを過剰発
現させると，BMP2，4が誘導するSmad1/5のリン酸化
が抑制された．さらに，NanoBiT®を用いたタンパク質
間相互作用アッセイにより，BMP3bがBMP4とBMPタ
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イプI受容体の結合を競合的に阻害することが明らかに
なった．これらの知見は，BMP3bがBMP受容体アンタ
ゴニストとして作用することで骨量を調節することを示
唆している33）．

５．BMP3とBMP3b

　BMP3とBMP3bはともに骨芽細胞系細胞において
BMP受容体のアンタゴニストとして働き，骨誘導性
BMPの機能を抑制することで，骨量を調節しているこ
とがわかりつつある．しかしながら，BMP3，BMP3bい
ずれも全身性のKOマウスを用いた解析に留まってい
る．いずれも骨以外の組織に発現があることから34）（図
３），より詳細なBMP3とBMP3bの機能を解明するた
めには，細胞系譜特異的 KOマウスを用いた解析が必要
である．
　BMP3とBMP3bは高い相同性を有し，リガンドドメイ
ンでは82％のアミノ酸を共有している34）．また，BMP3，
BMP3bともにin vitroにおける作用は比較的強いにも
関わらず，ぞれぞれのKOマウスのin vivoにおける骨の
表現型がマイルドであることは，骨組織においてBMP3
とBMP3bがお互いに機能を代償していることを意味す
るのかもしれない．BMP3とBMP3bのダブルKOマウス
の解析が待たれる．
　BMP3，BMP3bともに作用する細胞により反応性が
異なる可能性が高い．MC3T3-E1とP19細胞株にBMP3
を作用させるとTGFβ/Activinシグナルを活性化した
一 方 で15），C2C12細 胞 株 やW20-17細 胞 株 に 対 し て，
BMP3処理をしてもTGFβ/Activinシグナルを誘導す
ることはなかった18）．BMP3bも同様で，C2C12細胞に
BMP3bを作用させるとTGFβ/Activinシグナルを活
性化する32）．しかしながら，ST2細胞株やHEK293細胞
株 に お い て，BMP3bに よ りBMPシ グ ナ ル，TGFβ/
Activinシグナルのいずれも誘導することはなく，アン
タゴニストとして働いている33）．
　BMP3とBMP3b研究において残念なことは，市販の
これらリコンビナントプロテインの有効性が低い点であ
る．われわれはBMP3，BMP3bのcDNAを直接対象細

胞に遺伝子導入したり，cDNAを過剰発現させたCHO細
胞のコンディショニングメディウムを利用したりしてき
たが，これら手法による解析には限界もあり，課題も少
なくない．よって今後BMP3，BMP3b研究を発展させ
ていくためには，優れたリコンビナントプロテインの開
発が必要である．

６．結論と将来展望

　海外では2002 ～ 2007年の間に340,251例で，骨再生
目的にBMPが臨床応用されている35）．日本ではBMPを
使った製品は承認されておらず，ドラッグラグにあたる．
　一方で，マウス，ラット，ウサギなどのげっ歯類で強
力な「骨を作る機能」を示すBMP2は，局所の骨再生
を担う因子として，大いに期待されていたにも関わらず，
ヒトでは十分な効果が得られていないのが現状である．
その理由として，ヒトなどの霊長類ではBMPシグナル
の抑制機能が強く働いているためと考えられている36）．
この抑制メカニズムをBMP3とBMP3bが担っている可
能性が十分にある．BMP3とBMP3bは細胞外で働くサ
イトカインであり，これらの機能解除が骨誘導性BMP
による骨再生医療の確立の鍵となるかもしれない．特に，
BMP3 KOの最大の特徴は成体において骨以外に明確
な表現型が示されていないことである15，18）．つまり，
BMP3は骨だけに作用することから，全身性の骨代謝
疾患に対する創薬のターゲットに適する可能性がある．
　次の辰年に向けて，ダブルKOアウトの骨解析，より
詳 細 な 骨 代 謝 制 御 メ カ ニ ズ ム を 解 明 し，BMP3と
BMP3bを標的とした骨再生法を創成していきたい．
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Review（総説）

Potential of bioactive compound controls the activation of low
molecular weight G-proteins as a new method of diabetes prevention

低分子量Gタンパク質の活性化を制御する
生理活性物質の新規糖尿病予防法への可能性
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As diabetes progresses, it can lead to serious diabetic 
complications such as gangrene of the lower limbs, blindness, 
and kidney, brain and cardiovascular disease. The number of 
people with diabetes worldwide is expected to increase to 
more than 700 million by 2025, and the number of people with 
diabetes is also increasing in emerging nations, so there is a 
strong need for safe and affordable treatments and prevention 
methods. Geranylgeraniol (GGOH) is a type of isoprenoid 
and a natural food constituent found in rice and fruits. Recent 
research suggests that GGOH may increase the expression 
of peroxisome proliferator-activated receptors, which are 
associated with anti-diabetic effects, and may contribute to the 
maintenance of skeletal muscle mass, which is one of the 
organs that consumes the most sugar. In other words, 
consumption of GGOH may be useful in the prevention of 
diabetes.
Keywords: Diabetes, Skeletal muscle, Mevalonic Acid, 
Geranylgeraniol, Low molecular weight G protein

　糖尿病は進行すると下肢の壊疽、失明、腎・脳・心血
管障害といった深刻な糖尿病性合併症を引き起こす．
2025年までに世界の糖尿病人口は7億人以上に増加す

ると予測されており，新興国においても糖尿病の有病者
が増加していることから，安全でかつ安価な治療や予防
法の確立が強く望まれている．ゲラニルゲラニオール

（GGOH）はイソプレノイドの一種であり，米やフルーツ
に含まれる天然食品成分である．近年の研究により，
GGOHが抗糖尿病効果に関連するペルオキシソーム増
殖因子活性化受容体の発現を上昇させることや，糖消費
の最大臓器の一つである骨格筋量の維持に寄与する可能
性が示唆されている．すなわち，GGOHの摂取は糖尿病
の予防に有用である可能性がある．
キーワード：糖尿病，骨格筋，メバロン酸経路，ゲラニ
ルゲラニオール，低分子Gタンパク質

１．緒言

　世界保健機関（WHO）によると，成人の糖尿病有病者
数が2014年に4億2,200万人に達し，1980年の1億800万人
から４倍近くに増えているという．糖尿病は進行すると
下肢の壊疽，失明，腎・脳・心血管障害といった深刻な
糖尿病性合併症を生じる．糖尿病が直接的な原因となり
死亡した人は2012年に150万人を上回り，高血糖が引き
起こす心血管疾患などで死亡した人は220万人である．
糖尿病により70歳より前に亡くなる人が43％を占めると
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推定され，有効な対策をしなければ，2025年までに世界
の糖尿病人口は７億人以上に増えると予測されている．
さらに中国，インド，ブラジル，インドネシアなどの新
興国においても糖尿病有病者が多く１），安全でかつ安価
な糖尿病の治療や予防法が望まれている．
　著者らはこれまで，天然食品成分であるゲラニルゲラ
ニオール（GGOH）が，抗糖尿病効果に関連するペルオキ
シソーム増殖因子活性化受容体（PPARγ）の発現を上昇
させることや，糖消費の最大臓器の一つである骨格筋量
の維持に寄与する可能性を見出してきた．本総説では，
GGOHのPPARγ発現誘導作用や骨格筋に対する機能の
詳細を解説するとともに，GGOHを活用した糖尿病予防
法の応用について展望する．

２．糖尿病とPPARγ

　PPARγは核内受容体スーパーファミリーに属するタ
ンパク質であり，細胞のグルコース代謝において重要な
役割を果たす．PPARγは主に脂肪細胞と免疫系細胞に発
現する２, ３）．PPARγは異なるプロモーターから転写され
る２種類のアイソフォームが存在する２）．PPARγ2はア
ミノ末端に28個のアミノ酸が多い点でPPARγ1と異な
る．PPARγの活性化は糖尿病患者のインスリン抵抗性の
改善や血糖値を低下させる４）．さらに通常ヒトの脂肪細
胞ではインスリンによりPPARγ1とPPARγ2ともに発現
が増加することが知られるが，糖尿病の原因となる肥満
や過剰な栄養素はPPARγ2の発現を低下させる５）．よっ
て，PPARγを 活 性 化 し た り 発 現 を 誘 導 し た り す る
PPARγ作動性因子は糖尿病予防や治療薬の候補として
注目を集めており，PPARγアゴニスト作用を持つ天然化
合物の探索や化合物の合成が盛んに行われている．実際，
ロシグリタゾンなどのチアゾリジン系抗糖尿病薬は
PPARγの合成アゴニストであり，インスリン抵抗性の
改善を目的として糖尿病治療に臨床応用された歴史があ
る６）．

３．ゲラニルゲラニオール（GGOH）

　GGOHはイソプレノイドであり，米やフルーツに含ま
れ，米国食品医薬品局（FDA）から食品添加物に与えら

れるGRAS（Generally Recognized As Safe）という安
全基準合格証を得ている天然化合物である７）（図１）．
　GGOHはメバロン酸経路の中間体であるゲラニルゲラ
ニル２リン酸（GGPP）の前駆物質であり，細胞内に取り
込まれたGGOHは速やかにリン酸化を受けGGPPに変
換される８）．GGPPが誘導するゲラニルゲラニル化は多
彩な生理作用を持つRho，Rac，RasやRapなどの低分子
量Gタンパク質などが細胞膜へ固定されるのに必要であ
る９）（図２）．

４．メバロン酸経路とPPARγ

　近年，培養細胞を用いた研究からGGPPがPPARγの
発現量を増加させることが報告された10)．また，脂質代
謝異常症治療薬として世界中で広く使用されている
HMG‒CoA変換酵素阻害薬のスタチンは11)，コレステ
ロール生合成の抑制と同時にGGPPなどのイソプレノ
イドの生合成も抑制することが知られており，スタチン
処理をした細胞ではPPARγの発現量が減少し，脂肪細
胞分化を抑制する12)．さらに，スタチンの長期投与によ
りインスリン抵抗性と糖尿病発症率が上昇するとの報告
が多数なされている13)．2012年からFDAはスタチンの
添付文書に２型糖尿病のリスクについての記載を追加し
た14）．これはスタチンの作用によりGGPPが減少し，
その結果PPARγの発現低下によるインスリン抵抗性の
獲得が起こったものと推測される．

５．メバロン酸経路と骨格筋

　骨格筋は食事摂取時に糖質を取り込むことで血糖をコ
ントロールし，グリコーゲンとして糖質を貯蔵する働き
をもつ．骨格筋は定常状態でも一定の割合で分解し減少

Figure 1: Structural formula of geranylgeraniol Figure 2: Mevalonate pathway and geranylgeraniol
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する．骨格筋幹細胞が増殖・分化することで減少した骨
格筋量と同量の骨格筋を再生し，骨格筋の恒常性が維持
される．骨格筋の萎縮はこの分解・減少と再生のバラン
スが崩れ，骨格筋の分解・減少が相対的に再生を上回る
ことで生じる．よって骨格筋が萎縮すると糖の取り込み
が低下し，インスリン抵抗性が上昇する可能性がある15)．
　GGOHはスタチンが誘導する骨格筋萎縮に対する保
護作用を有し16), 同じく米国のTan Barrieによって
GGOHは運動によって生じる骨格筋障害からの回復に
効果がある化合物として欧州特許庁出願されている

（EP2465516）．スタチンはマウス筋芽細胞株C2C12細
胞の筋分化を抑制するが，GGOHの前駆体であるGGPP
はこのスタチンによる筋分化抑制作用を解除することが
報告されている17)．

６．GGOHはPPARγを誘導する

　われわれは，GGPPの前駆体であるGGOHが，GGPP
と同様にPPARγを誘導するかどうかをPPARγの発現
を有し，PPARγアゴニストで脂肪分化が誘導される
C3H10T1/2細胞株と3T3‒L1細胞株を用いて確認した．
これら細胞に対して GGOH処理を行うとGGOHの濃度
依存的にPPARγ1とPPARγ2発現量が増加した．次に
GGOHとPPARγのアゴニストで，チアゾリジン系抗糖
尿病薬のロシグリタゾンとの協調作用を検討したとこ
ろ， GGOHはロシグリタゾンが誘導するPPARγ2，脂
肪分マーカー発現ならびに脂肪滴の数と大きさを増加さ
せた．しかしながら，GGOHはPPARγの転写活性には
ほとんど影響を与えなかった18)．

７．GGOHは筋分化を促進する

　われわれはまたGGOHの骨格筋細胞の増殖や分化に
対する作用を検討している．GGOHの添加はC2C12細
胞株の増殖には影響をあたえなかったが，ウマ血清処理
によってC2C12細胞の筋分化を誘導した際，GGOHの
添加は筋分化マーカー遺伝子の発現を増強した．ゲラニ
ルゲラニル阻害剤GGTI293処理により，GGOHの筋分
化増強作用が解除された19)．
　次に，マウス（８週齢雄C57BL/6）の骨格筋再生にお
けるGGOHの効果を検討した．GGOH投与量は，ラッ
トを用いた予備実験をもとに最適化し決定した．再生筋
に対するGGOH投与群とコントロール群との比較を
行った．GGOHおよびコントロールとして菜種油を胃ゾ
ンデの使用により，１日１回，３日間連続投与の後１日
休む間隔で経口投与した．投与開始４日目にカルディオ

トキシンを前脛骨筋に注射することで筋破壊を誘導し，
前脛骨筋の再生実験を行った．GGOH投与群における筋
再生が促進する傾向が見られたものの，有意差は得られ
なかった20)．

８．GGOHは廃用性筋萎縮を解除する

　マウス（８週齢雄C57BL/6）に対して，筋萎縮実験を
行った．前述した再生筋に対する実験と同様にGGOH
とコントロールの菜種油の経口投与の２つの群に対し，
投与開始４日目に坐骨神経を切除することで廃用性筋萎
縮モデルを作製した．萎縮筋の筋線維面積は GGOH投
与群で有意に大きかった．またGGOH投与群では骨格
筋萎縮を誘導するユビキチンリガーゼであるAtrogin-1
の発現量が減少していた．
　マウス実験の結果を検証するために，C2C12細胞を用
いた実験を行った．C2C12細胞にGGOHを添加すると，
ベースレベルでAtrogin-1の発現量が低下していた．
　糖質コルチコイドは強力に筋萎縮を誘導することがで
きる21)．そこで，デキサメタゾンを添加し，C2C12細胞
の萎縮を誘導し，筋線維の幅を比較した．すると，コン
トロール群に対しGGOH添加群では筋萎縮を抑制した．
以上により， GGOHの経口投与はAtrogin-1の発現を抑
制し，骨格筋萎縮を解除する可能性があることが示唆さ
れた20)．

９．結論と将来展望

　GGOHはPPARγ発現を誘導し，PPARγアゴニストの
効果を増強することができると考えられる．すなわち
GGOH自身はPPARγアゴニストとしての機能は持たな
いが，PPARγの発現量を増加させ，そこにPPARγアゴ
ニストが組み合わされることで，PPARγの作用が増強
すると考えられる．PPARγの活性化はインスリン抵抗
性を改善し，糖尿病の治療のターゲットとなり得る．ま
た，糖質代謝臓器として働く骨格筋に対して，GGOHは
骨格筋萎縮を低下させ，筋分化促進する，すなわち骨格
筋量を増加させる可能性が示されていることからも，
GGOHの摂取は糖尿病予防や治療にとって有利である
ことが考えられる．よって，まずは２型糖尿病モデルマ
ウスに対してGGOHを投与し，GGOHの機能を確認し
ていきたい．
　世界的に問題となっている糖尿病のほとんどは，生活
習慣に起因する２型糖尿病であり，本来は治療よりも予
防に重点をおくべき疾患である．そのため，強力な作用
を有する合成PPARγアゴニストよりも，長期に渡って
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摂取することでPPARγの活性をマイルドに調整できる
ような天然成分を見いだすことが重要であると考えられ
る． そ の 様 な 観 点 か ら も 食 品 成 分 で あ るGGOHは
PPARγの活性因子として理想的ではないだろうか．ゲ
ラニルゲラニル化阻害剤の添加によりGGOHが誘導す
る筋分化促進作用が解除される．これはGGOHが何ら
かの因子のゲラニルゲラニレーションを介して筋分化を
促進することを示唆している．しかしながら，何がター
ゲットになっているのか，また，PPARγの発現制御機
構を解明するには至っていない．今後，GGOHが有する
PPARγ発現誘導作用と骨格筋保護作用の詳細なメカニ
ズムを明らかにしていく必要がある．
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The purpose of this study is to analyze how new students at 
the Department of Dentistry, Faculty of Dentistry, Kyushu 
Dental University (hereinafter referred to as “the Department”) 
became aware of the Department, why they chose it, and 
how they decided to apply. By analyzing the results of a 
questionnaire survey conducted with new students, the study 
aims to provide insights that can contribute to improving the 
Department’s admissions publicity efforts. The survey targeted 
284 new students enrolled between 2021 and 2023. Through 
a self-administered questionnaire, students were asked about 
the proportion of current students and repeaters, gender 

distribution, the presence of healthcare professionals among 
close relatives, how they learned about the Department, 
reasons for their application, and their home prefectures. The 
responses were analyzed and compared across categories. 
The results showed that the proportion of repeaters was 
higher than that of current students, and the number of male 
students was significantly higher than female students. A large 
proportion of new students reported having healthcare 
professionals among their close relatives, with many of them 
working in dentistry. The most common ways students 
learned about the Department were the “department’s 
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website” “teachers at cram or preparatory schools” and 
“parents” The most frequently cited reason for choosing the 
Department was the “high pass rate of the national exam” In 
terms of home prefectures, the largest number of students 
came from Fukuoka Prefecture. This study provides valuable 
insights into the profiles of new students, which can help 
improve future admissions publicity activities.
Keywords: Questionnaire survey, National examination pass 
rate, Profiles of new students, Admissions Publicity, 
Department of Dental Sciences

　本研究の目的は，九州歯科大学歯学部歯学科（以降，本
学科と記載）新入生が本学科を如何にして知り選択をして
受験するに至ったか等についてのアンケート調査を分析
し，教育や入試広報の一助とする点にある．
　調査対象は2021から2023年度の本学科新入生284名
とした．自記式アンケート調査にて，現役生と浪人生の
割合，男女の割合，関係者における医療従事者の有無，
本学科を知ったきっかけ，志望理由，出身都道府県につ
いて回答を求め，各回答について比較検討した．
　本学科新入生において浪人生の割合は55.8％で現役生
と比較して多く，男女の割合は男性が56.3％で女性と比
べて多かった．身近な関係者に医療従事者がいる新入生
の割合（69.4％）が多く，その中で歯科医療従事者の割合
が多かった．本学科を知ったきっかけは「本学科ホーム
ページ」や「塾・予備校の先生」，「保護者」が多く，志
望理由は「国家試験の合格率が良い」が最も多かった．
出身都道府県別では，福岡県が最も多く大阪府以西の西
日本からの新入生が多かった．八地方区分別では，九州
地方が39.1％と最も多かった．
　本研究で新入生の志望理由や本学科を知ったきっかけ，
出身地域の特徴などといったプロファイルが明らかに
なったことにより今後の入試広報活動の改善に役立つ情
報が多く得られた．特に，国家試験対策や教育内容の質
の向上に努めることで，より多くの優秀な学生を引き付
けることが期待される．
キーワード：アンケート調査，国家試験合格率，新入生
プロファイル，入試広報，歯学科

１．緒言

　現在，大学における定員割れ（入学定員充足率100％
未満）が社会問題となっている．日本私立学校振興・共
済事業団が発表した2023年度私立学校・短期大学等入
学志願動向によると，４年制などの私立大学600校のう

ち，定員割れの大学は全体の53.3%，私立短大276校の
うち定員割れの短大は全体の92.0%で過去最多を更新し
ている１)．少子化が進み18歳人口がますます減少してい
くなかで２），大学における受験者募集のための入試広報
は非常に重要となっている．
　歯科医師を目指す学科（歯学科）は国立・私立・県立を
合わせて全国に29大学存在する．歯学科を受験する生
徒は志望大学を選択する際に，将来の職業をある程度見
据えて学科や大学を選択していると考えられるが，どの
ように情報を収集し，何を基準に最終的な進学先を決定
するのかについての詳細は不明である．
　本研究の目的は，昨今の少子化や進学先の多様化の中
で，新入生が九州歯科大学歯学部歯学科（以降，本学科
と記載）を如何にして知り，選択をして受験するに至っ
たかについて，新入生を対象に実施したアンケート調査
を分析し，本学科新入生の意識の特性を検討し，新入生
のプロファイルを明らかにすることである．本研究で得
られた知見は，今後の入試広報活動の指針となり，入学
希望者に向けた効果的な情報発信戦略を策定する一助と
なることが期待される．

２．材料および方法

１） 調査対象
　　	　2021年から2023年度の本学科新入生285名とした．
２） 調査方法および調査項目
　　	　自記式アンケート調査にて，現役生と浪人生の割

合，男女の割合，関係者における医療従事者の有無，
本学科を知ったきっかけ，志望理由，出身都道府県
について回答を求め，各回答について比較検討した．
本学科を知ったきっかけおよび志望理由については
複数回答を可とした．アンケートについては事前に
本研究の目的および個人情報保護に関する説明を行
い新入生の同意を得て，回答の有無が大学生活等で
不利益等がないことの説明を行った上で実施した．

（倫理承認番号	23-17）なお，アンケートの回答率は
99.6％であった．

　　	　出身地域の割合は，都道府県別および八地方区分
別に集計した．

３） 統計解析
　　	　統計解析は，GraphPad	Prism®（version	9.5.1）

を用いて，入学した学生の現役生と浪人生の割合お
よび男女別の割合について，１標本中の２群の母比
率の差の検定（両側検定）を行った．統計学的有意水
準はP＜0.05とした．
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３．結果

１） 現役生と浪人生の割合
　　	　現役生と浪人生の割合は，新入生全体では現役生

は	44.2％，浪人生は	55.8％で浪人生の方が現役生と
比べて多かった（図１）．現役生と浪人生の割合につ
いて有意差は認められなかった（n=284，母比率＝
0.5，両側P値0.095）

２） 男女の割合
　　	　男女の割合は，新入生全体では男性が160名

（56.3％）で女性が124名（43.7％）と男性の割合が女性
と比べて有意に多く（n=284，母比率＝0.5，両側P値
0.0456），その傾向は現役生でより顕著（n=284，母
比率＝0.5，両側P値0.007）であった（図２）．

３） 身近な関係者における医療従事者の有無
　　	　親や親戚など身近な関係者における医療従事者の

有無については，身近な関係者に医療従事者がいる

と回答した新入生は69.4％（本学科出身の歯科医療
従事者がいる新入生が19.0％，本学科出身以外の歯
科医療従事者がいる新入生が27.5％，歯科以外の医
療従事者がいる新入生が22.9％）で，身近な関係者に
医療従事者がいないと回答した新入生は30.6％で
あった．全体として関係者に医療従事者がいる新入
生の割合が多く，その中で歯科医療従事者の割合が
多かった（図３）．

４） 本学科を知ったきっかけ
　　	　本学科を知ったきっかけは，新入生全体では「本

学科ホームページ」30.6%や「塾・予備校の先生」
27.1%，「保護者」26.8%が多かった．（図４）．

５） 志望理由
　　	　志望理由は，新入生全体で最も多かったのは「国

家試験の合格率が良い」78.9%であった．次いで「偏
差値がちょうど良い」37.7%，「カリキュラムに魅力
を感じた」32.7%であった（図５）．

６） 出身地域
　　	　県別では，福岡県が24.6%（70人）と最も多く，次

いで兵庫県7.4%（21人），大阪府5.6%（16人），広島県
5.3%（15人），山口県4.2%（12人）であった（図６A）．

　　	　八地方区分別では，九州地方が39.1%（111人）と最
も多く，次いで近畿地方20.8%（59人），中国地方
13.4%（38人），中部地方9.5%（27人），関東地方7.0%

（20人），四国地方6.3%（18人），北海道地方2.8%（８
人），東北地方1.1%（３人）であった（図６B）．

４．考察

１） 現役生と浪人生の割合について
　　	　浪人生の割合は現役生と比べて高く，本学科の受

験が難関であるため，浪人して受験する生徒が多い

Figure 2: Gender ratio.
Among all new students, 43.7% 
were female, while 56.3% were 
male, with the proportion of 
male students being significantly 
higher than that of female 
students (p < 0.05). This trend 
was even more pronounced 
among current students (p < 
0.01).

Figure 1: Proportion of current students and repeaters. 
Among all new students, 44.2% were current students, while 55.8% 
were repeaters, indicating that the number of repeaters was higher 
than that of current students.
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ことが示唆された．歯学部歯学科を目指す浪人生の
割合が高いことから，高校生のみを対象とした入試
広報対策だけでなく，予備校等を通じて浪人生に対
して広報活動を行うことで，今後入学希望者が増加
する可能性が高いと考えられた．

２） 男女の割合について
　　	　厚生労働省が実施した令和4（2022）年	医師・歯科

医師・薬剤師統計３）によると，令和４年12月31日現
在における全国の届出「歯科医師数」は105,267人で，

「男」77,854人（74.0％），「女」27,413人（26.0％）となっ
ており，女性と比べて男性の割合が多い．本アンケー
ト調査の男女の割合においても，男性（56.3％）の割
合が女性（43.7％）よりも多かったが，令和4（2022）年	
医師・歯科医師・薬剤師統計の男女の割合と比較す
ると女性の割合は多かった．

　　	　近年の歯科医師国家試験受験者数において女性受
験者は増加傾向にあり，第110回歯科医師国家試験

（2017年）では1,097人に対し，第114回歯科医師国家
試験（2021年）では1,356人と僅かな期間で増加して

いる４）．それに伴って，歯科医師国家試験合格者の
男女比率は女性比率が上昇しており，第110回歯科
医師国家試験（2017年）合格者は男性64.0％で女性
36.0％であったのに対し，第117回（2024年）では男
性55.3％で女性44.7％となっていて４），男女の割合
の差は減少傾向にある．

　　	　以前と比較して歯科医師を目指す女子生徒が増え
ていると考えられるため，今後の入試広報活動や入
学者募集の際に女子生徒に特化した戦略についても
考慮すべきである．一例として，本学科出身の女性
歯科医師にフォーカスを当て，その活躍について紹
介することで，生徒自信の将来像をイメージしやす
くなり，進路選択の参考となることが見込まれると
思われる．今後の入試広報においては女性にとって
魅力的な情報発信が非常に有効と考えられる．

３） 身近な関係者における医療従事者の影響について
　　	　身近な関係者に医療従事者がいる新入生が多いこ

とが示され，その中でも歯科医療従事者が多かった．
家庭環境における医療従事者が子供の進路選択に与

F i g u r e  3 :  P r e s e n c e  o f 
healthcare professionals 
among family or relatives. 
Among the new students, 69.4% 
reported having healthcare 
professionals among their close 
relatives, 30.6% reported having 
none. Overall, the proportion of 
new students with healthcare 
professionals among their 
relatives was high, with dental 
hea l thcare  p ro fess iona ls 
accounting for 33.0% of the 
total.
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F i g u r e  5 :  R e a s o n s  f o r 
choosing this department.
Among all new students, the most 
common reason was "the high 
national exam pass rate." This 
was followed by "the appropriate 
academic difficulty level" and "the 
appeal of the curriculum."

Figure 4:  How students 
learned about the department.
Among all new students, many 
learned about the department 
through the "department's 
website," "cram school or 
preparatory school teachers," or 
"parents." On the other hand, 
fewer students became aware of 
t h e  d e p a r t m e n t  t h r o u g h 
informational sessions, open 
campus events, or promotional 
magazines.
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える影響が大きいと述べられている５-７）．今回の結
果は身近な医療従事者が生徒の進路選択に与える影
響の大きさを示しており，特に歯学部歯学科を目指
す生徒に対しては歯科医療従事者の影響が強いこと
がわかった．新入生募集の際に歯科医療従事者に向
けた詳細な大学紹介などの情報発信や広報活動を行
うことで，本学科への入学希望者が増加する可能性
があると思われる．

４） 本学科を知ったきっかけについて
　　	　本学科を知ったきっかけは本学科のホームページ

が最も多かった（30.6%）．大学進学における情報源と

してのホームページの重要性が求べられているよう
に８-10），本学科ホームページも受験生の窓口として重
要な役割を果たしていることがわかった．総務省の
令和５年通信利用動向調査の結果によると，13 ～ 19
歳の85.5％がスマートフォンを利用しており，イン
ターネット利用状況は98.7％となっている11）．ほと
んどの中学生や高校生が情報源として大学ホーム
ページを検索・閲覧して活用していることが示唆さ
れ，入試広報におけるホームページの重要性はます
ます高まっていくと考えられる．

　　	　現在，大学広報におけるソーシャルメディア利用

Figure 6: Origin area of new students. (A) By prefecture. (B) By eight regions. By prefecture, the highest number of students came 
from Fukuoka Prefecture, accounting for 24.6% (70 students), followed by Hyogo Prefecture with 7.4% (21 students), Osaka 
Prefecture with 5.6% (16 students), Hiroshima Prefecture with 5.3% (15 students), and Yamaguchi Prefecture with 4.2% (12 students) 
(A).By regional division, the Kyushu region had the highest proportion with 39.1% (111 students), followed by the Kinki region with 
20.8% (59 students), the Chugoku region with 13.4% (38 students), the Chubu region with 9.5% (27 students), the Kanto region with 
7.0% (20 students), the Shikoku region with 6.3% (18 students), the Hokkaido region with 2.8% (8 students), and the Tohoku region 
with 1.1% (3 students) (B).
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が活発となっていて，並川12）は多くの国立大学がソー
シャルメディアを活用していると報告している．今
後の入試広報戦略において，ホームページだけでな
く大学公式ソーシャルメディアの利用は有効と考え
られる．例えば，Instagramなどを利用した学生生活
や本学科卒業生のキャリアパスなどに関する紹介動
画は，受験生の関心を高めたり将来像を具体的にイ
メージする助けとなって，進学先選択の決定要因に
大きく寄与すると思われる．本学科の入試広報にお
いても，積極的なソーシャルメディア利用が必要で
あると考えられた．

　　	　アンケート調査において，塾・予備校の先生
（27.1%）をきっかけに本学科を知った新入生が多い
ことがわかった．北澤ら13）は学生が志望校を決定す
る際に，予備校の先生の影響が強く身近にいる先生
からの助言を聞き入れる傾向があると報告してい
る．アンケート調査でも塾・予備校の先生の影響が
大きかったため，高校だけでなく塾・予備校に対し
ても定期的な情報提供や説明会を実施することで，
入学希望者が増加する可能性が高いのではないかと
考えられた．

５） 本学科を志望した理由について
　　	　志望理由として「国家試験の合格率が良い」が最

も多く挙げられていた（78.9％）．これは，新入生が
大学卒業後のアウトカムを視野に入れたうえで資格
取得を特に重視していることを示している．田中14）

は学生が進学する医学部を選択する際に国家試験合
格率を重要視していると述べており，本アンケート
調査結果と一致していた．歯学部だけでなく資格取
得を目指す他学部においても，国家試験合格率は学
生の志望理由として重要であると考えられる．本学
科としても国家試験対策の充実を積極的にアピール
することで受験生の本学科への関心を高めることが
出来ると推察される．

　　	　また，大学選択におけるカリキュラムの重要性も
報告されており15，16），特にアウトカムに強い関心を
抱いている受験生にとっては，充実したカリキュラ
ムは非常に魅力的であると考えられる．本アンケー
ト調査においても32.7%の新入生がカリキュラムへ
関心を示していた．現在本学科で実施している学修
環境や教育内容について広報で情報提供すること
は，受験生にとって重要であると考えられる．

６） 出身地域の特徴
　　	　地理的な出身地の分析からは地元である福岡県

（24.6%）と，大阪府以西の西日本からの新入生が多
いことが示された．

　　	　新入生の出身地として福岡県に続いて２番目に多
かったのは兵庫県（7.4%）であった．同県内には歯科
部歯学科を有する大学がないため，同県に居住して
いる歯学部歯学科志望の学生は他県の歯学歯学科を
受験する必要がある．そのため，国家試験合格率や，
偏差値，地理的条件や交通アクセスの良さから本学
科を選択した新入生が多くいたと推察された．本大
学が同県居住の学生に対して積極的な入試広報活動
を行うことによって，今後も兵庫県出身の新入生が
増加する可能性が高いと思われた．

　　	　他県と比較して大阪府（5.6%）や広島県（5.3%）から
の新入生が多い理由についても，北九州市の地理的
条件や交通アクセスの良さなどが本学科への入学を
後押ししていると考えられた．黒石ら17）は九州歯科
大学口腔保健学科新入生の出身地域は，北九州市へ
のアクセスの良さが一因となって九州地方および中
国地方を中心とした西日本の県が多いと報告してお
り，この出身地域における傾向は本学科と一致して
いた．さらに黒石ら17）は口腔保健学科新入生の中で
広島県出身者の割合が特に多かったと報告してお
り，本学科についても広島県出身の新入生が多かっ
た．本学の歯学科および口腔保健学科における新入
生の出身地域には同様の特徴が認められたため，他
県への入試広報対策を行う際に両学科合同で活動を
展開していくことが効率的かもしれない．

　　	　八地方区分別において，九州地方が39.1%（111人）
と最も多かったが本学新入生の出身地は九州地方の
みならず全国各地に及んでいることがわかった．大
学選択において交通アクセスの影響が大きいとの報
告がある18-20）．福岡県は全国からアクセスしやすい
場所にあることから，全国からの入学希望者をより
増やすために，交通アクセスの良さも強調した入試
広報活動を展開することが有効であると考えられ
る．

７） 研究の限界および今後の課題
　　	　本研究の限界は，調査対象が2021年から2023年度

の新入生に限定されており，これらの年度に特有の
傾向が結果に影響を与えている可能性がある．特に
本研究の調査時期はCOVID-19パンデミックの影響
下であったため，パンデミックの影響をどの程度受
けたかは，今後解明していく必要がある．他年度の
新入生を含めた分析を行うことで，より普遍的な傾
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向を明らかにできると考えられる．
　　	　また，アンケート調査に基づく自己申告データを用

いたため，回答者の記憶や認識に基づくバイアスが結
果に影響を与える可能性があることが考えられる．

　　	　本研究では新入生のプロファイルを明らかにする
ことに焦点を当てたが，その結果が入試広報活動に
どの程度の影響を与えるかについては実証的な検証
を行うことは出来なかった．今後，入試広報活動の
具体的な施策とその効果を検証する必要があると考
える．

５．結論

　本研究で新入生の男女の割合や志望理由，本学科を
知ったきっかけ，出身地域などといったプロファイルが
明らかになったことにより，本学科の特徴や魅力をより
深く知ることができ，今後の入試広報活動の改善に役立
つ情報が多く得られた．特に，志望理由として「国家試
験の合格率が良い」（78.9％）や「カリキュラムに魅力を
感じた」（32.7%）が多く挙げられていたため，今後も本
学科が国家試験対策や教育内容の質の向上に努めること
で，より多くの優秀な学生を引き付けることが期待され
る．また，現状の入試広報対策に加えて，女性の受験生
に特化した広報活動やオンライン情報提供の充実など，
新たな戦略の検討が求められる．今後研究を進めること
により，本学科の新入生プロファイルがさらに解明され，
教育や広報活動の一助となることが期待される．
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Erratum（訂正）

九州歯科学会雑誌79巻1号（2025）において誤りがありましたので、下記のように訂正いたします。

論文ID：OA00003

１）訂正箇所：4ページ　Figure 6
 訂正前：

 訂正後：
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The objective of this study is to investigate the perception of 
“beautiful” and “white” teeth crown color, and the perception of 
aesthetic teeth crown color in harmony with skin color and 
wrinkles/ flabbiness around the Lips, and to establish a basis 
for clarifying the influence of skin color and wrinkles/ 
flabbiness around the Lips on the esthetics of teeth crown 
color.
Seventy-eight second-year dental students at Kyushu Dental 
University were included. To clarify the perception of “beautiful” 
and “white” teeth crown color, a survey was conducted using 
VITA classical shade (VITA) arranged by lightness. The results 
were then used to process skin color, wrinkles/ flabbiness 
around the Lips and teeth crown color using AI images. In 
order to clarify the perception of teeth crown color in harmony 
with skin color and wrinkles/ flabbiness around the Lips, a 
study was conducted using processed perioral images.
In the survey using VITA, the top responses for “beautiful” 

teeth crown color were “B1”, “C1”, and “A1'”. On the other 
hand, the majority of responses for “white” teeth crown color 
were “B1”. Additionally, the perception of “B1” or “C1” as a 
“beautiful” teeth crown color did not mean that the teeth crown 
color was harmonious with any skin color or wrinkles/ 
flabbiness around the Lips.
The results suggest that “white” teeth crown color is not 
always a “beautiful” teeth crown color and that “skin color and 
wrinkles/ flabbiness around the Lips” are important factors in 
the choice of aesthetic teeth crown color.
Keywords: teeth crown color, skin color, wrinkles flabby, 
harmony

　本研究の目的は，「美しい」歯冠色と「白い」歯冠色の
認識，肌色・口唇周囲の皺（シワ）/余剰皮膚（タルミ）と調
和のとれた審美的歯冠色の認識について調査し，肌色と
口唇周囲のシワ/タルミが歯冠色の審美性に及ぼす影響を
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明らかにする上での基盤を構築することである．
　九州歯科大学歯学部歯学科２年生78名を調査対象者と
して，「美しい」歯冠色と「白い」歯冠色の認識を明らか
にするために，明度で並べたVITA classical shade（VITA）
を用いて調査を実施した．次に，その結果を元に，AI人
物画像を使用し，肌色（明度）・口唇周囲のシワ/タルミと
歯冠色を加工した．肌色・口唇周囲のシワ/タルミと調和
のとれた歯冠色の認識を明らかにするため，加工した口
唇周囲の画像を用いて調査を実施した．
　VITAを用いた調査において，「美しい」歯冠色に対す
る回答は，「B1」，「C1」，「A1」が上位であった．その一
方で，「白い」歯冠色に対する回答の多くは「B1」であっ
た．その一方で，「B1」あるいは「C1」を「美しい」歯
冠色と認識しているからといって，いずれの肌色や口唇
周囲のシワ/タルミでもその歯冠色の調和が取れていると
いう回答ではなかった．
　以上より，「白い」歯冠色が「美しい」歯冠色であると
は限らないこと，「肌色・口唇周囲のシワ/タルミ」は審
美的な歯冠色の選択に重要な要素となることが示唆され
た．
キーワード：歯冠色，肌色，シワ，タルミ，調和

１．緒言

　歯科医療従事者は，う蝕などの感染・炎症の除去，機
能回復，及び疾患に対する予防に努めているが，患者の
審美的満足が得られなければ心身共に健康を取り戻した
とは言い難く，口腔は機能性と審美性が共に強く求めら
れる領域である．歯の審美性に関する調査によると，歯
冠色に不満を持つ患者が最も多く１，２），「白い」歯冠色を
理想と考えている患者が多いことが報告されている３）．
したがって，患者は，歯科における審美的要件のなかで
歯冠色に対して関心が高く，「白い」歯冠色が「美しい」
歯冠色として歯の審美的代名詞になっていると言っても
過言ではない．
　「美しさ」は主観的な概念であり認識に個人差がある
一方で，「普遍的な美しさ（Universal beauty）」という
概念もあり，多くの人が同様に「美しい」と認識するも
のが存在していることも事実である４，５）．しかしながら，

「白い」歯冠色が「美しい」歯冠色であるという認識が，
Universal beautyであるか否かはこれまでに明らかと
されておらず，さらに，「白い」歯冠色にすれば顔貌の
審美性が向上するとは言い難い． 
　歯科審美学とは，「顎口腔系における形態美・色彩美・
機能美の調和を図り，人々の幸福に貢献する歯科医療の

ための教育及び学習に関する学問体系６）」であり，審美
歯科治療はこの学問体系に基づいて審美的な歯科医療を
提供することにある．もちろん，顎口腔系における調和
は重要であるが，個々のイメージは顔全体のバランスに
よるものであり，顎口腔の審美はその一部である．また，
人は色を識別する時に周囲の色・状況と比較する性質を
持つため，周囲の色・状況によって主体となるものの色
の見え方が変わる７，８）．つまり，歯冠色は肌・口唇・目・
髪の色，髭の有無によって見え方は変わる９）．また，加
齢による口唇周囲の「皺（以下，シワ）」と「余剰皮膚（以
下，タルミ）」は，対人印象に影響することが報告され
ていることから10，11），特に，口腔周囲の鼻唇溝や
Labiomandibular fold（以下，マリオネットライン）は，
美しい歯冠色の選択に影響を与える可能性が考えられる．
しかしながら，これまでにその点について明らかとされ
ておらず，個々の患者顔貌に適した歯冠色を決定するの
に有用な判断基準はない．
　本研究では，「美しい」歯冠色と「白い」歯冠色の認識，
肌色・口腔周囲のシワ/タルミと調和のとれた審美的歯
冠色の認識について調査し，肌色と口腔周囲のシワ/タ
ルミが歯冠色の審美性に及ぼす影響を明らかにする上で
の基盤を構築することを目的とする．

２．材料および方法

　本研究は，九州歯科大学研究倫理委員会の承認を得て
実施された（承認番号：23-13，23-18）．
１） 調査対象
　　 　2023年度九州歯科大学歯学部歯学科２年生100名

に，「歯及び口腔周囲の審美に関するアンケート調査
である」こと，「アンケート回答は記名式であるが個
人情報は保護する」こと，及び「アンケートの回答
をもって本研究に対する同意が得られたものとして
扱う」ことを口頭説明したうえで，同意・回答を得
た78名を調査対象者とした．

２） �「美しい」歯冠色と「白い」歯冠色の認識に関する
調査

　　 　「美しい」歯冠色と「白い」歯冠色の認識を明ら
か に す る た め に， ま ず， 明 度 で 並 べ たVITA 
classical shade（Figure 1，VITA社，Säckingen，ド
イツ）のシェード（B1，A1など）を秘匿して提示した．
対象者に，直感で「美しい」と感じる歯冠色と，一
般的に言われている「白い歯」を連想する歯冠色が
いずれであるかを口頭で問い，それぞれ１つずつ選
択してもらった．
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３） �肌色・口腔周囲のシワ/タルミと調和のとれた審美
的歯冠色の認識に関する調査

　　 　photo AC（AI人物素材ベータ版）の実在しない人
物のフリー素材画像を使用し，Photoshop（Adobe，
Mountain View，California，USA）で肌色（明度）・
口腔周囲のシワ/タルミ（シワ/タルミが非常に少な
い・少ない・やや多い・多い，の４クラスに分類）と，

２）の調査で回答率が多い「美しい」歯冠色と「白い」
歯冠色に加工した．肌色・口腔周囲のシワ/タルミ
と調和のとれた歯冠色の認識を明らかにするため，
加工した口腔周囲の画像（Figure 2，Figure 3）を示
した．対象者には，各自のデバイスを使用してもら
い，Google Forms の画面上で，肌色・口腔周囲の
シワ/タルミと歯冠色の調和がとれているものを，
複数回答可として選択してもらった．

４） �統計解析
　　 　調査結果については，対象である本学歯学部歯学

科２年生という限定的な母集団であることから，統
計学的処理は行わず，各質問に対する回答結果をも
とに審美感に関する考察を行なった．

F i g u r e  2 :  I m a g e s  o f 
relationship between skin 
color and teeth color.
Upper and lower images show 
equivalent to “C1”and “B1” 
crown color, respectively. (A) 
Light skin color. (B)  Standard 
skin color. (C) Dark skin color.

Figure 3: Images of relationship between wrinkles/ flabbiness around the Lips and teeth color. Skin color shows “Light”. Upper 
and lower images show equivalent to “C1”and “B1” crown color, respectively. (A) Class 1. Very few wrinkles/ flabbiness around the 
Lips. (B) Class 2. Few wrinkles around the lip. (C) Class 3. Slightly more wrinkles/ flabbiness around the Lips. (D) Class 4. More 
wrinkles/ flabbiness around the Lips.

Figure 1: VITA classical shade arranged by lightness. 
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３．結果

１） 調査対象者の性別と年齢
　　 　調査対象者の性別の内訳は男性40名（51.3％），女

性38名（48.7％），年齢の内訳は10代32名（41.0%），
20代46名（59.0%）であった．

２） �「美しい」歯冠色と「白い」歯冠色の認識に関する
調査（Figure 4）

　　 　「美しい」歯冠色に対する回答の内訳は，「B1」29
名（37.2%），「A1」14名（17.9%），「B2」４名（5.1%），

「D2」６名（7.7%），「A2」１名（1.3%），「C1」20名
（25.6%），「C2」２名（2.6%），「A3」２名（2.6%）であっ
た．その一方で，「白い」歯冠色に対する回答の内訳
は，「B1」64名（82.0%），「A1」９名（11.5%），「B2」
２名（2.6%），「D2」１名（1.3%），「C1」１名（1.3%），

「A3」１名（1.3%）であった．
３） �肌色と調和の取れた歯冠色に対する審美感調査

（Figure 5）
　　 　「美しい」歯冠色に対して回答が多かった，「C1」，

あるいは「B1」と肌色の調和に対する審美感調査の
結果は下記の通りとなった．

　　 　「C1」と調和が取れている肌色に対する回答の内
訳は，「明るい」肌色が55名（70.5%），「標準」肌色
が55名（70.5％），「暗い」肌色が4名（5.1％）であった．
その一方で，「いずれも調和が取れていない」が２名

（2.6％）であった．
　　 　「B1」と調和が取れている肌色に対する回答の内

訳は，「明るい」肌色が64名（82.1%），「標準」肌色
が22名（28.2％），「暗い」肌色が3名（3.8％），その一
方で，「いずれも調和が取れていない」が５名（6.4％）
であった．

　　 　また，「C1」と「B1」のパーセンテージポイントは，
「明るい」肌色で11.6%pt，「標準」肌色で42.3%pt，「暗

い」肌色で1.3%pt，「いずれも調和が取れていない」
で3.8%ptとなった．

４） �口腔周囲のシワ/タルミと調和の取れた歯冠色に対
する審美感調査（Figure 6）

　　 　「美しい」歯冠色に対して回答が多かった，「C1」，
あるいは「B1」と口腔周囲のシワ/タルミの調和に
対する審美感調査の結果は下記の通りとなった．ま
た，本調査における肌色は，肌色と調和の取れた歯
冠色に対する審美感調査で調和が取れているという
回答が多かった「明るい」肌色とした．

　　�　「C1」と調和が取れている口腔周囲のシワ/タルミ
に対する回答の内訳は，Class 1が42名（53.8%），Class 
2が54名（69.2%），Class 3が36名（46.2%），Class 4が21
名（26.9%），その一方で，「いずれも調和が取れてい
ない」が１名（1.3％）であった．

　　�　「B1」と調和が取れている口腔周囲のシワ/タルミ

Figure 4: Result of “The most beautiful teeth crown color” 
and “White teeth crown color” surveys.

Figure 5: Result of “Relationship between skin color and 
teeth color” survey. The horizontal axis “A”, “B”, and “C” indicates 
Figure 2 (A), (B), and (C), respectively. The “D” indicates that “None 
of them are well harmony”. “%pt” indicates each percentage point.

Figure 6: Result of “Relationship between wrinkles/ flabbiness 
around the Lips and teeth color” survey. The horizontal axis “A”, 
“B”, “C”, and “D” indicates Figure 3 (A), (B), (C), and (D), respectively. 
The “E” indicates that “None of them are well harmony”. “%pt” indicates 
each percentage point.
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に対する回答の内訳は，Class 1が49名（62.8%），Class 
2が38名（48.7%），Class 3が17名（21.8%），Class 4が７
名（9.0%），その一方で，「いずれも調和が取れていな
い」が９名（11.5％）であった．
　また，「C1」と「B1」のパーセンテージポイントは，
Class 1で ９ %pt，Class 2で20.5%pt，Class 3で
24.4%pt，Class 4で17.9%pt，「いずれも調和が取れ
ていない」で10.2%ptとなった．

５） �「美しい」歯冠色に対する肌色・口腔周囲のシワ/
タルミが及ぼす影響

　（１）肌色（Figure 7）
　VITA classical shadeで，「C1」を「美しい」
歯冠色として選択した20名のうち，「C1」と肌色
との調和の調査での回答は，「いずれも調和が取
れている」が１名（５%），「いずれも調和が取れて
いない」が０名( ０%)であった．その一方で，「B1」
と肌色との調和の調査での回答で，「いずれも調
和が取れている」が１名（５%），「いずれも調和が
取れていない」は２名(10%)であった（Figure 

7A）．VITA classical shadeで，「B1」を「美しい」
歯冠色として選択した29名のうち，「B1」と肌色
との調和の調査での回答は，「いずれも調和が取
れている」が０名（０%），「いずれも調和が取れて
いない」が１名(3.4%)であった．また，「C1」と
肌色との調和の調査での回答で，「いずれも調和
が取れている」が０名（０%），「いずれも調和が取
れていない」は１名(3.4%)であった（Figure 7B）．

　（２）口腔周囲のシワ/タルミ（Figure 8）
　VITA classical shadeで，「C1」を「美しい」
歯冠色として選択した20名のうち，「C1」と口腔
周囲のシワ/タルミとの調和の調査での回答は，

「いずれも調和が取れている」が２名（10%），「い
ずれも調和が取れていない」が１名（５%）であっ
た．その一方で，「B1」と口腔周囲のシワ/タル
ミとの調和の調査での回答で，「いずれも調和が
取れている」が２名（10%），「いずれも調和が取
れていない」は３名(15%)であった（Figure 8A）．
　VITA classical shadeで，「B1」を「美しい」

Figure 7: (A) Responses of 20 participants who selected “C1” 
as the most “beautiful” teeth crown color in the VITA classical 
shade, in a survey on the harmony between "C1" or “B1” and 
skin color. (B) Responses of 29 participants who selected “B1” as the 
most “beautiful” teeth crown color in the VITA classical shade, in a 
survey on the harmony between "B1" or “C1” and skin color.

Figure 8: (A) Responses of 20 participants who selected “C1” 
as the most “beautiful” teeth crown color in the VITA classical 
shade, in a survey on the harmony between "C1" or “B1”and 
wrinkles/ flabbiness around the Lips. (B) Responses of 29 
participants who selected “B1” as the most “beautiful” teeth crown color 
in the VITA classical shade, in a survey on the harmony between "B1" 
or “C1”and wrinkles/ flabbiness around the Lips.
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歯冠色として選択した29名のうち，「B1」と口腔
周囲のシワ/タルミとの調和の調査での回答は，

「いずれも調和が取れている」が１名（3.4%），「い
ずれも調和が取れていない」が３名(10.3%)であっ
た．その一方で，「C1」と口腔周囲のシワ/タル
ミとの調和の調査での回答で，「いずれも調和が
取れている」が５名（17.2%），「いずれも調和が
取れていない」は０名(0%)であった（Figure 
8B）．

４．考察

　今回，本学歯学部歯学科２年生を対象として，歯冠色
に対する審美調査を実施した．本学教員・歯科医師であ
る研究実施者は，調査対象者となる当大学歯学部歯学科
２年生に対して専門科目などの講義・実習は行なってい
ない．したがって，調査対象者は，研究実施者の詳細な
専門領域などについての認識はないため，調査対象者と
研究実施者とのバイアスリスクは低いと考える．また，
本調査のような画像を用いた研究においては，３次元に
表現されているものを２次元画像に降次元展開するため，
深さに関する情報が失われたり，画像を見る際のモニター
や周囲の光の影響を受けたりする．しかしながら，口元
周囲をはじめ顔の見え方は，日常生活において色々な条
件（光，鏡を介した虚像など）下である．したがって，本
研究では，空間識別や調査環境に関しての詳細な設定は
行わず，歯の色に対する肌色・シワ・タルミの影響を検
討した．
１） �「美しい」歯冠色と「白い」歯冠色に対する審美感

調査
　　 　「美しい」歯冠色に対する回答は，「B1」，「C1」，「A1」

が上位であった．歯冠色のA系統，B系統，およびC
系統の中で，最も明度の高い歯冠色を「美しい」歯
冠色と認識している割合が多いことより，系統の嗜
好は個人差があるとしても，「明度が高い」歯を「美
しい」と認識する傾向があることが示唆された．

　　�　その一方で，「白い」歯冠色に対する回答の多く
は「B1」であることより，「白い」歯冠色に対する
認識はおおよそ一致していると言える．しかし，少
数といえども，「A3」を「美しい」歯冠色や「白い」
歯冠色と認識していることより，審美的歯科治療時
の色調選択の際には，シェードガイドを用いて「美
しい」歯冠色や「白い」歯冠色の認識に関する情報
収集が必要であると言える．また，「美しい」歯冠色
と「白い」歯冠色の両方で「B1」を選択した回答は，

24名であった．したがって，これらの結果より，必
ずしも「美しい」歯冠色が「白い」歯冠色であると
認識しているわけではないことが示唆された．

２） �歯冠色に対して肌色・口腔周囲のシワ/タルミが及
ぼす影響

　　 　「B1」あるいは「C1」と肌色・口腔周囲のシワ/タ
ルミの調和に関する調査回答により，シェード単独
では「B1」あるいは「C1」を「美しい」歯冠色と認
識しているからといって，いずれの肌色や口腔周囲
のシワ/タルミでもその歯冠色の調和が取れていると
いう回答ではなかった．また，いずれも調和が取れ
ていないという回答者もいた．肌色と歯冠色に関す
るこれまでの研究報告９，12-14）において，本研究と同
様な考察をしていることから，肌色は，審美的な歯
冠色の選択に重要な要素であることが示唆された．
その一方で，口腔周囲のシワ/タルミとの関連性に関
する研究報告はこれまでにないが，本研究により，
口腔周囲のシワ/タルミも審美的な歯冠色の選択に重
要な要素となることが示唆された．したがって，本
研究の結果より，口腔周囲のシワ/タルミの代表であ
る鼻唇溝やマリオネットラインは，歯冠色に影響を
与えることが示唆された．さらに，女性の笑顔にお
ける歯冠色の違いは対人印象に影響を及ぼすことが
報告されている15）ことを考慮すると，笑顔に対する
対人印象には肌色・口腔周囲のシワ/タルミ・歯冠色
が複合的に影響するのかもしれない．また，パーセ
ンテージポイントの結果も踏まえると，明るい肌色
で口腔周囲のシワ/タルミが少ないと，歯の色調はい
ずれでも調和しやすいことが示唆された．

３） 歯科審美学の今後の教育について
　　 　今回の調査対象者である本学歯学部歯学科２年生

は，審美歯科に関連する講義を受講していない時期
であるため，歯冠色に対する概念は若年層の患者に
近似している回答と言える．今後，審美歯科を含め
た臨床歯学に関する知識などの習得により歯冠色に
対する概念が変わる可能性はある．将来的には，本
研究の調査対象者が臨床歯学教育及び臨床実習の終
了後に，再度同調査を実施することで，歯学教育が
歯冠色の審美感に及ぼす影響を図ることができると
考える．また，歯冠色の審美に関する研究は1980年
代など古いものが多く，それ以降，論文数は少ない．
したがって，趣味嗜好や価値観が多様化している現
代において，「白い」歯冠色が審美的歯冠色であると
いう先入観を捨て，歯冠色に対する審美感の概念の
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変革が必要であることが本研究結果は示唆している．
４） 本研究の限界
　　 　本研究は，調査対象者，及び歯冠色・肌色・口腔周

囲のシワ/タルミ・画像の性別が限られている．した
がって，今後は，調査対象者の母集団を増やし，歯冠
色・肌色・口腔周囲のシワ/タルミ・画像の性別に加
えて，口唇・目・髪の色，髭の有無も相関させた調査
を実施する予定である．また，日本のみならず他国と
の比較も実施し，個々の顔全体で調和のとれた審美的
な歯冠色の新たなコモンセンスを確立する．

５．結論

　「白い」歯冠色が「美しい」歯冠色であるとは限らな
いこと，「肌色・口腔周囲のシワ/タルミ」は審美的な
歯冠色の選択に重要な要素となることが示唆された．
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In dental training programs, it is important to analyze factors 
that affect students’ learning outcome and academic 
performance to improve education efficiently. In this study, we 
measured the factors related to the qualities of “ability to 
think,” “attitude,” and “experience” using the GPS-Academic 
assessment test. The sample included third-year students 
attending the School of Oral Health Sciences at Kyushu 
Dental University, Japan. In addition, we examined the 

correlations between these factors, attendance rate, and fiscal 
year grade point average (GPA). “Attitudes” were measured 
as resilience, leadership, and collaboration, while “experience” 
was measured in terms of comprehensive experience and 
related factors such as self-management, interpersonal 
relationships, and planning and execution. We also examined 
the correlations between the ability to think, resilience, 
leadership, collaboration, comprehensive experience, 
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attendance rate, and fiscal year GPA. Our findings show 
positive correlations between leadership and fiscal year GPA, 
and between comprehensive experience and attendance 
rate. We also examined correlations between attendance rate 
and experience-related items, such as self-management, 
interpersonal relationships, and planning and execution, and 
found a positive correlation between attendance rate and 
planning and execution. Collectively, these results show that 
comprehensive experience and planning and execution 
among the third-year students’ qualities affected their 
attendance rate.
Keywords: ability to think, attitude, experience, attendance 
rate, GPA

　歯学教育において教育改善を効率よく進めるためには，
修学状況および成績に影響を及ぼす学生の資質などの因子
を解析することが，重要であると考えられる．そこで，本
研究では九州歯科大学 口腔保健学科3年次生を対象とし
て，「思考力」，「姿勢・態度」，「経験」の資質について関
連した項目をアセスメントテストGPS-Academicを用いて
測定した．さらに，これらの測定項目と，出席率および年
度Grade Point Average(GPA)との相関関係を調べた．
　「姿勢・態度」については，レジリエンス，リーダーシッ
プ，コラボレーションの各項目としてスコアの測定を行っ
た．「経験」については経験総合，およびその関連項目と
して自己管理，対人関係，計画・実行の各項目の達成度の
測定を行った．思考力，レジリエンス，リーダーシップ，
コラボレーションおよび経験総合と，出席率または年度
GPA間の相関関係を調べた結果，経験総合と出席率間と，
リーダーシップと年度GPA間で正の相関関係が認められ
た．さらに，「経験」に関連した，自己管理，対人関係，
計画・実行の項目と，出席率間における相関関係を調べた
結果，計画・実行と出席率間に正の相関関係が認められた．
　今回の研究により，口腔保健学科3年次生が有する資
質において経験総合，およびその関連項目である計画・
実行が，出席率に影響を及ぼす因子の一つであることが
明らかになった．
キーワード：思考力，姿勢・態度，経験，出席率，GPA

１．緒言

　歯学教育におけるPDCAサイクルにおいて，教育成果
の検証は教育改善を進めていく上で重要な過程となってい
る．その検証において学生の修学状況および成績に影響を
及ぼす因子を解析することは，特に重要であると考えられ

る．修学状況としては，講義の出席率，留年率，退学率が
挙げられ，成績としては取得単位の成績を数値化した
GPA (Grade Point Average)，CBT (Computer Based 
Testing）お よ びOSCE (Objective Structured Clinical 
Examination)の成績，歯科医師および歯科衛生士国家試
験の成績が挙げられる．このような修学状況および成績に
ついては，これまでに留年，CBTの成績および歯科医師国
家試験の合否との関係や，出席率および定期試験の成績と
の関係について報告が行われており，修学状況および成績
間での関連性が一部で認められている１，２）．
　修学状況および成績に直接または間接的に影響を及ぼ
す因子としては，学生が有する資質，生活習慣，学習意
欲および生活態度などが挙げられる３，４）．看護学生にお
いて，精神的回復力を示す資質であるレジリエンス

（resilience）の構成要因である行動力が，成績に関連し
ていることが報告されている３）．このように学生の資質
の一部が，修学状況および成績に影響を及ぼしているこ
とが認められている．しかしながら，どのような資質が
修学状況および成績に関連しているかの網羅的な解析は
行われていない．
　GPS-Academicは，学生が有する「思考力」，「姿勢・
態度」，「経験」の資質を定量化するアセスメントテスト
である５）．本アセスメントテストについては，これまで
にもその測定項目と，GPAおよび入試区分 (一般選抜，
学校推薦型選抜，総合型選抜)との関係などが報告され
ている６- ８）．しかしながら，歯学関係の学生を対象とし
た，「思考力」，「姿勢・態度」，「経験」の資質と，出席
率およびGPA間との関係については明らかになってい
ない．
　そこで，本研究では学生の修学状況および成績に影響
を及ぼす資質を明らかにすることを目的として，九州歯
科大学 口腔保健学科３年次生を対象とし「思考力」，「姿
勢・態度」，「経験」の資質について，関連した項目を
GPS-Academicを用いて測定した．さらに，これらの
測定項目と，出席率およびGPAとの相関関係を調べた．

２．材料および方法

１） 調査対象
　　 　2024年度九州歯科大学歯学部口腔保健学科３年次

生の留年生１名を除く25名を対象として解析を行っ
た．留年生１名については，年度GPAの対象となる
年度がその他の学生と異なっている．年度GPAは同
一年度ではないと評価基準が変動すると考えられる
ことから，留年生を解析対象から除外した．
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２） 調査方法および調査項目
　　 　CBT形式によるGPS-Academic（株式会社ベネッ

セi-キャリア，東京，日本）を用いて，「思考力」，「姿
勢・態度」，「経験」に関連する資質の測定を2024年
７月（３年次生前期期間中）に行った（表１）．回答率
は100%であった．思考力については，測定方法とし
て選択式，記述式の方式があるが，本調査では選択
式によりスコア(10 ～ 90点)の測定を行った．「姿勢・
態度」については，レジリエンス，リーダーシップ，
コラボレーションの各項目としてスコア（10～90点）
の測定を行った．「経験」については経験総合として，
さらに「経験」に関連して自己管理，対人関係，計画・
実行の各項目の達成率（0 ～ 100%）の測定を行った．

　　 　３年次生前期講義の出席率および年度GPA（２年
次）については，九州歯科大学教務システムからデー
タを取得した．

　　 　本研究は九州歯科大学研究倫理委員会の承認 （24-
17）を得て行った．

３） 統計解析
　　 　統計解析にはGraphPad Prism 10 software (Version 

10.4.1 for Mac, 2024, GraphPad Software, フランクリ
ンストリート, マサチューセッツ州, 米国)を使用した．
GPS-Academicによる各測定項目(思考力，レジリ
エンス，リーダーシップ，コラボレーション，経験総合，
自己管理，対人関係，計画・実行)および出席率間の
相関関係を調べるためにSpearmanの相関係数を求
めた．また各測定項目および年度GPA間との相関関
係を調べるために，Pearsonの相関係数を求めた．統
計学的有意水準はp<0.05とした．

３．結果

１） �「思考力」，「姿勢・態度」，「経験」の資質，出席率
および年度GPA

　　 　GPS-Academicの調査による，思考力，レジリエ
ンス，リーダーシップ，およびコラボレーションに
おけるスコア，経験総合，自己管理，対人関係，お
よび計画・実行における達成度の結果を表２に示す．

　　 　思考力について一般的に平均スコアは40前後で，
52を超えると優秀で，58を超えると非常に優秀と
なっている９）．今回の平均スコアは48.1で一般的な
平均スコアを上回っていた．さらに25人中８人（32%）
のスコアが52 ～ 58に位置していた．58以上のスコ
アの学生はいなかった．

　　 　３年次生の出席率および年度GPAの結果を表３に
示す．年度GPAの平均値は2.70であった．出席率に
関しては，平均値が97.66％であった．

２） �「思考力」，「姿勢・態度」，「経験」の資質，および
出席率または年度GPA間との相関関係

　　 　思考力，レジリエンス，リーダーシップ，コラボ
レーション，経験総合の測定値および３年次生前期
の出席率間でのSpearmanの相関係数を求めたとこ
ろ，経験総合でのみ有意な正の相関関係（r=0.489）が
認められた（表４）．同様に各測定値および年度GPA
間でのPearsonの相関係数を求めたとろ，リーダー
シップでのみ有意な正の相関関係（r=0.405）が認めら
れた（表４）．

　　 　経験総合と出席率との間に相関関係が認められた
ことから，さらに「経験」関連項目，自己管理，対
人関係，計画・実行の各項目および出席率間での
Spearmanの相関係数を求めた．その結果，計画・
実行の項目でのみ有意な正の相関関係（r=0.412）が認
められた（表４）．経験総合に加え，「経験」関連項目
である，自己管理，対人関係，計画・実行の各項目
の達成度および出席率について，散布図の作成を
行った（図１）．

Table1: List of GPS-Academic 
measures
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４．考察

１） 思考力について
　　 　GPS-Academicによる口腔保健学科３年次生の思

考力の平均スコアは48.1で，一般的な平均スコア40を
大幅に上回っていた．さらに25人中８人（32%）のスコ
アが52 ～ 58に位置していた．人文・社会科学系の私
立大学における３年次生において，GPS-Academicの
測定項目と，各種の成績との関係が解析されている６）．
その解析結果において，思考力に関して大学入学時
の基礎学力が３年次生の思考力を規定していること
を報告している．人文・社会科学系大学と歯学系大
学の学生間では，資質および教育状況の差異がある
と考えられるが，大学入学時の基礎学力すなわち入
学試験の成績と，口腔保健学科３年次生の思考力と
の関係性を調べることにより３年次生の思考力の平
均スコアが高い理由が明らかになる可能性が考えら
れる．

２） �GPS-Academicの測定項目と年度GPAとの関係に
ついて

　　 　口腔保健学科３年次生のGPS-Academicの測定項
目と年度GPA間においては，「姿勢・態度」のリー
ダーシップにおいて正の相関関係が認められた．
リーダーシップが測定する内容としては，自ら先頭
に立って進める，未知の物に挑戦する，および粘り

強くやり抜くとなっている５）．講義においては，「未
知の物に挑戦する」および「粘り強くやり抜く」の
資質が高い学生が，実習においては，上記２項目に
加え「自ら先頭に立って進める」の資質が高い学生
が，このような態度で学修に臨み，良好な成績，即
ち高い年度GPAを収めていると推測される．このよ
うな理由により，年度GPAおよびリーダーシップ間
において正の相関関係が認められたと推測される．

　　 　長期的な目標に向けての粘り強さと情熱，すなわ
ちやり抜く力を測定するグリット尺度が開発されて
いる10）．このグリットとGPA間の正の相関関係が報
告されている11，12）．本研究においても，GPAおよび
粘り強くやり抜くという項目を含むリーダーシップ
間において正の相関関係が認められている．このよ
うに，グリット尺度およびGPS-Academicにおいて
測定手法の差異はあるが，粘り強さを含むそれぞれ
の項目においてGPAとの相関関係が認められている．
このことから，粘り強さがGPAに影響を与える因子
の一つであることが推測される．今後は学生の粘り
強さに着目し，本因子がGPAに影響を与えているか
を詳細に検証していく必要があると考えられる．

　　�　口腔保健学科３年次生GPS-Academicの測定項目
と年度GPA間においては，思考力とは相関関係は認
められず，リーダーシップにおいて正の相関関係が
認められた．中規模私立大学の１年次生および３年

Table3: Descriptive statistics 
of attendance rate and fiscal 
year GPA

Table2: Descriptive statistics 
of GPS-Academic measures
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次生におけるGPS-Academicの測定項目と，入学し
てからの通算GPA間においては，思考力において弱
い正の相関関係が認められ，リーダーシップにおい
ては相関関係は認められなかった７）．一方，人文・社
会科学系の私立大学の全学年（１年～４年次生）を対
象としたGPS-Academicで測定した思考力と通算
GPA間においては，相関関係が認められなかった13）．
対象としているGPAが通算GPAか年度GPAである
かの差異はあるが，思考力などの特定のGPS-
Academicの測定項目とGPAとの相関関係は，対象と
している学生の規模，対象学年の年次，および特に
大学の教育の特性（人文・社会科学系や歯学系）などに
より変化する可能性が考えられる．

３） �GPS-Academicの測定項目と出席率との関係につ
いて

　　 　GPS-Academicの測定項目において，出席率と，
経験総合および「経験」関連項目である計画・実行
の項目で有意な正の相関関係が認められた．これま
でにGPS-Academicの測定項目である経験の項目
と，出席率との相関関係に関する報告は行われてい
ない．計画・実行の評価項目は，「課題を設定する経
験」および「解決策を立案する経験」を評価してい
る５）．このことから，このような経験が学生の出席
率を促進させていることが推測された．今後の学生
の指導においては，経験総合および「経験」関連項
目の計画・実行が，出席率に影響を与える因子とし
て着目していく必要があると考えられる．

　　 　今回得られた出席率および「経験」関連項目の相
関関係，および前述の年度GPAおよびリーダーシッ
プの相関関係は，対象としている学科および学年の
年次などにより変化する可能性が考えられる．そこ
で今後は，歯学科，口腔保健学科の他学年を対象と
して，同様な調査および解析を行っていく．これに
より，今回得られた結果が対象学科および学年のみ
の特徴なのか，それとも学科全体での共通した特徴
なのかを明らかにしていく．さらに，今回の研究で
は口腔保健学科３年次生25名を対象としているの
で，学科の全学年を対象とするようなサンプルサイ
ズを大きくした解析を行えば，さらに一般化された
結果が得られる可能性があると考えられる．

　　 　出席率については，看護系大学生においてス
チューデント・アパシーが負の関連因子として影響
していることが報告されている４）．スチューデント・
アパシーとは，「精神病の無気力と異なり，心理的原
因で主として学生の本業である学問に対して意欲の
減退を示すこと」と定義されている14）．今回の研究
により，出席率に影響を与える因子としてスチュー
デント・アパシーに加え，経験に関する資質の関与
が明らかになった．そこで，学生を対象としてこれ
らの因子の状況を調べ，予め出席率が低下しそうな
リスクを持つ学生の調査を行う．その学生において
出席率低下の傾向が見られた場合には，すぐにその
低下防止の為の指導を行う．このように予めリスク
が高い学生を予測しておき，出席率低下を防止する

Table4: Correlations of GPS-
Academic measures with 
attendance rate and fiscal 
year GPA
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指導を行うことにより，より効率な教育改善を行う
事ができると考えられる．

５．結論

　今回の研究により，口腔保健学科３年次生において
リーダーシップおよび年度GPA間，経験総合および出
席率間において正の相関関係が認められた．今後は口腔
保健学科での他の学年および歯学科における学生の資質
と，出席率および年度GPAとの相関関係を調べ，本研
究により明らかになった相関関係について，学年間，学
科間の共通性を調べる．さらに，他の資質における，出
席率および年度GPA間での新たな相関関係の有無につ
いても調べる．

　本研究によりリーダーシップおよび年度GPA間，経
験の資質および出席率間に相関関係があることが明らか
になったが，その因果関係は明らかになっていない．今
後はこれら因子に関しての経年的な変化を調べることに
より，その因果関係を明らかにしていく予定である．
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Figure 1: Correlations between attendance rate and experience related items.
A Correlation between attendance rate and comprehensive experience (r=0.489), B Correlation between attendance rate and self-
management (r=0.33), C Correlation between attendance rate and personal relationships (r=0.393), D Correlation between attendance 
rate and planning and execution (r=0.412).
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This study aimed to understand the provision of dental images 
at a newly established scan center of Kyushu Dental 
University Hospital, covering from April 2017 to the end of 
March 2023. Data analysis with Qlik Sense® and statistical 
methods in Python revealed applications rising from about 
400 in 2017 to over 1000 in 2021 and 2023. The most 
frequent purpose was providing information to other medical 
and dental institutions; however, requests for certified dentists 
and educational use increased markedly, alongside gradual 

growth in disclosure requests and second opinions. By 
department, oral surgery and oral medicine consistently 
showed high numbers, whereas oral implantology, and 
orthodontics expanded significantly after 2021. In terms of 
image types, although CT and panoramic imaging 
predominate, dental x-ray and MRI use also rose. As a single-
facility retrospective study, potential bias from application form 
content or staff input cannot be ruled out. Nevertheless, these 
findings provide valuable baseline data for enhancing 
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operational systems and promoting the use of imaging 
information. Moreover, with shifts in educational curricula and 
expanding regional medical and dental collaboration, demand 
for such information is expected to keep growing, highlighting 
the need for further system improvements. Finally, these 
results may contribute to higher-quality dental care and a 
safer information-sharing framework.
Keywords: Medical Image, Regional Medical Cooperation, 
Educational Use

　本研究は，九州歯科大学附属病院に2017年度から新
設されたスキャンセンターでの医用画像提供の実態を把
握するため，2017年度から2023年度までにスキャンセ
ンターに提出された診療情報等利用申請書を対象とし
た．Qlik Sense®を用いたデータ解析およびPython等を
用いた統計解析の結果，申請件数は2017年度の約400
件から継続的に増加し，2021年度と2023年度には
1000件を超えて推移した．利用目的では他医療機関提
供が最多であった一方，認定医等申請と教育利用が近年
大きく増加し，開示請求やセカンドオピニオンも徐々に
増加傾向を示した．診療科別の分析では，口腔外科や口
腔内科が安定して高い一方，口腔インプラント科や矯正
歯科，第二総合診療科などが2021年度以降に顕著な増
加を示した．画像種類ではCT画像とパノラマエックス
線画像が中心的需要を担う一方，歯科用口内法エックス
線画像やMR画像の利用率も上昇した．本研究は単一施
設のレトロスペクティブ分析であり，申請書の記載内容
や職員による入力等に起因するバイアスがある可能性も
否定できないが，今後の運用体制強化や画像情報の活用
促進に向けた有益な基礎資料となり得る．さらに，教育
カリキュラムの変容や地域医療連携の拡充に伴い，画像
情報への需要は今後も増大すると考えられ，一層のシス
テム改善が望まれる．本研究の知見は，歯科医療の質的
向上や安全な情報共有体制の構築にも貢献し得ることが
考えられる．
キーワード：医用画像，地域医療連携，教育利用

１．緒言

　九州歯科大学附属病院（以下，本院）では，2017年３
月13日から歯科外来診療について，歯科電子カルテシ
ステムの運用を開始した１）．運用開始に伴い，歯科電子
カルテシステムに格納される診療情報や医用画像を抽出
し，院内では教育目的や論文・学会発表，院外では医療
機関，警察，裁判所，損害保険会社等へ情報提供や患者

の開示請求２，３）に対応する仕組みが必要となった．
　そのため，2017年度から新たに診療情報管理室およ
びスキャンセンターを設置し，医用画像を中心とする診
療情報のデータ抽出業務も実施することとなった．特に，
医療施設間での医用画像の提供と共有は，地域医療連携
において重要な案件であることが報告されている４）．
　電子カルテシステム端末のUSBポートは，情報流出や
コンピュータウイルス感染などのリスクを排除し，情報
セキュリティを確保するために，診療情報の出力が一切
出来ない制限がされている．そのため，外来に設置して
いる，電子カルテシステムの端末を用いて，ユーザが任
意に診療情報を出力することはできない．ただし，スキャ
ンセンターに設置した特定の端末に限り，スキャンセン
ター職員の管理下で診療情報の出力を可能にしている．
　そのため，本院では診療情報抽出の申請のために，歯
科電子カルテシステムに格納される診療文書の一つに，
診療情報等利用申請書を用意した．同申請書は，データ
抽出対象の患者ID，患者氏名，申請日，申請者の所属
診療科および氏名が自動取得された状態で起動する．申
請者は，必要とする診療情報である，口腔内写真または
医用画像の種類などを選択し，利用目的，情報の利用者，
情報利用後の処理（廃棄を含む）および方法を記載し，申
請者が所属する診療科の科長の自署および捺印を持っ
て，スキャンセンターに申請する手順を構築した．
　スキャンセンターに申請された診療情報の利用申請の
状況について，運用開始以来解析を行っておらず，利用申
請件数や利用目的等，把握できていないのが現状である．
　そこで，診療情報等利用申請書データを基に，利用申
請状況と申請目的の変遷を明らかにすることを目的とし
て本研究を実施した．

２．材料および方法

１） 対象期間
　　 　2017年４月１日～ 2024年３月31日とした．
２） 対象データ
　　 　上記対象期間中に，本院のスキャンセンターに提

出された，診療情報等利用申請書の全データを対象
とした．本研究は，九州歯科大学研究倫理委員会の
承認(承認番号 22-31)を得て実施した．

３） データ解析方法
　　 　Qlik Sense® Enterprise August 2022 Patch 2 

(Qlik Technologies, Pennsylvania, USA)を用いて
データ解析を実施した．

４） 統計解析方法
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　　 　Jupyter lab 4.0.8，Python 3.11.4，Pandas 2.1.1，
Numpy 1.24.3，Statsmodels 0.14.0，Scipy 1.11.3，
Sklearn 1.4.2を用いて統計解析を実施した．

　　 　年度別申請件数の推移について，年度を説明変数
として負の二項分布を用いた一般化線形モデル回帰
を実施した．年度別の利用目的の申請件数について，
χ2検定を実施し，利用目的別の申請件数について，
コクラン・アーミテージのトレンド検定を実施した．
多重比較の影響を考慮し，Bonferroni補正を適用し，
補正後の有意水準を再評価した．年度別の所属診療
科別の申請件数について，年度別はχ2検定，所属診
療科別は，負の二項分布を用いた一般化線形モデル
回帰を実施した．年度別画像種類について，コクラ
ン・アーミテージのトレンド検定を実施した．利用
目的別画像種類別の申請件数について，L2正則化を
行った上で，多項ロジスティック回帰を実施した．
多重比較の影響を考慮し，Bonferroni補正および
False Discovery Rate補正を適用し，補正後の有意
水準を再評価した．多重比較の補正については，以
下の基準で使い分けを行った．利用目的の分析では
比較回数が少なく，Type I errorの厳密な制御が重
要なため，より保守的なBonferroni補正を採用した．
診療科別の分析では，多数の診療科の比較を行うた
め，検出力とType I errorのバランスを考慮し，
False Discovery Rate補正を採用した．特に診療科
間の相対的な差異の検出が重要なため，過度に保守
的な補正は避けるべきであると判断した．統計学的
有意水準はp<0.05とした．

３．結果

　表１Aはスキャンセンターに申請された件数の年度別
の推移を示している．2017年度にスキャンセンターで
情報提供を開始し，2017年度には400件程度であったが，
2018年以降は800件に増加し，2021年度および2023年
度に1000件を超えて推移しており，申請件数は全体的
に増加傾向を示した．各年度で申請件数に一部ばらつき
が見られたが，総じて増加していた．
　表１Bに示すように，負の二項分布を用いた一般化線
形回帰モデルの結果，年度が進むにつれて申請件数が増
加する傾向が観察されたものの，この傾向は統計学的に
有意ではなかった．したがって，本分析では経年的な増
加を統計的に裏付けることはできなかった．なお，表に
は示していないが過分散の評価結果として，AIC= 
112.45，BIC=-9.44であった．また，2017年を基準とし

た経過年数の推定値では，年平均約10.5%の増加が示さ
れたが，統計学的に有意ではなかった．
　申請書には提供された情報の利用目的を明確にするこ
とを求めており，表２Aは，利用目的の年度別推移を示
している．その他（院内），その他（院外）を除くと，
2023年度では，他医療機関提供，論文・学会発表，教
育利用，認定医等申請，開示請求，セカンドピニオンの
順であったことが明らかになった．他医療機関提供は全
期間を通じて最も多い件数を占め，2017年には244件，
2023年には438件と増加傾向を示した．論文・学会発表
は，全体で２番目に多いカテゴリであり，2017年の96
件から2023年には185件に増加した．認定医等申請は，
他のカテゴリと比較して大幅な増加が認められ，2017
年の40件から2023年には172件となった．教育利用は
2020年以降に急増し，2017年の３件から2023年には99
件となった．開示請求は，比較的件数が少ないものの，
2017年の２件から2023年には94件へ増加した．セカン
ドオピニオンは，わずかな増加傾向が認められ，2017
年の６件から2023年には61件となった．その他は，年
度による変動が大きく，2017年の20件から2023年には
35件となった．
　表２B，Cに示すように，年度によって利用目的の分布
に統計学的に有意差が認められることが明らかになった．
また，論文・学会発表は統計学的有意に増加傾向を示し，
他医療機関提供は統計学的有意に減少傾向を示した．
　以上の結果から，他医療機関提供が継続的に多くの申
請を占める一方で，認定医等申請や教育利用が近年大幅
に増加していることが明らかになった．また，開示請求

Table 1: Temporal Trends in Applications for Scan Center and 
Statistical Analysis Using Negative Binomial Regression
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やセカンドオピニオンも徐々に増加傾向を示された．
　診療科別の申請件数について年度別の推移を示したの
が，表３Aである．2023年度では口腔外科，口腔内科，
口腔インプラント科，矯正歯科，第二総合診療科といっ
た順番であった．
　口腔外科は，全体で最も申請件数が多い診療科であっ
た．2017年度から2020年度にかけて安定的に高い件数
を維持していた．2021年度以降に申請件数が増加し，
2023年度にはピークに達していた．
　口腔内科は，2017年度から2020年度にかけて緩やか
に増加しており，2021年度以降，増加幅が広がり，
2023年度にも高い水準を示した．
　口腔インプラント科は，2017年度から2020年度にわ
ずかな増加を示し，2021年度から件数が増加傾向とな
り，2023年度が最も申請件数が多かったことが明らか
になった．
　矯正歯科は，2017年度から2019年度は横ばいであっ
たが，2020年度以降，やや増加傾向を示し，2023年度
で申請件数が最も高くなった．
　第二総合診療科は，2017年度から2020年度にかけて
横ばいであった．2021年度から若干の増加が見られ，

2023年度の申請件数が最も高くなった．
　負の二項分布を用いた，一般化線形回帰モデルを用い
て年度ごとの申請件数を評価した結果，2017年度を基
準として比較して，全体的に統計学的有意に増加傾向に
あり，いずれの年度でも，2017年度より約２～４倍の
有意な増加を示しており，特に2021年がピークで2017
年度より4.27倍の有意な増加を示した．
　同様に表３Cに示すように，診療科ごとの申請件数を
評価した結果，特に口腔外科および口腔内科は，他の診
療科と比較して申請件数が有意に多いことが示された．
一方，内科および義歯科は有意に申請件数が低い傾向が
示された．
　表４Aは画像種類ごとの申請件数の割合の推移を示し
ている．CT画像は，2017年に62.2%であったが，2018
～ 2019年にかけて大きく低下し，2020年に61.8%へと
再度上昇した．その後はやや低下・横ばいを経て，
2023年は51.0%となった．パノラマエックス線画像は
2017年の36.9%から，2023年には50.6%へと増加した．
特に2022年には51.8%まで達し，全体的に上昇傾向に
あった．歯科用口内法エックス線画像は，2018年に
35.9%，2021年に43.4%と比較的高い値を示す一方，

Table 2: Analysis of Usage 
Purpose Trends: Chi-square 
Test Results and Cochran-
Armitage Trend Analysis
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Table 3: Departmental Analysis of Applications for Scan Center:  Chi-square Test Results and Negative Binomial Regression 
by Clinical Department
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2022 ～ 2023年には25%前後へと低下した．年度ごとに
やや変動があるものの，全体的には横ばいに近い推移を
示した．口腔内写真は，2017年1.2%から，2023年には
13.4%まで上昇した．2019年以降，10%以上の値を示す
年度もあった．
　MR画像は，2017年30.0%から2023年10.2%へと大き
く減少した．2020年には16.5%となった．セファログラ
ムは，2017年1.2%から2022年6.0%まで増加し，2023年
は3.8%を示した．全体として徐々に増加する傾向を認
めた．胸部エックス線画像・PET画像などその他の画
像について，胸部エックス線画像，PET画像はいずれも
数%の範囲で推移し，大きな変動はなかった．顎関節パ
ノラマエックス線画像，手根骨エックス線画像，咬合法
エックス線画像，歯科用コーンビームCT画像，腸骨エッ
クス線画像はいずれも１%未満または数%程度で，総じ
て使用頻度が低いことが明らかになった．
　以上の結果から，CT画像およびパノラマエックス線
画像が継続的に高い需要を示す一方で，歯科用口内法
エックス線画像やMR画像の使用割合が近年増加してい
ることが明らかとなった．
　表４Bは，画像種類別の時系列の傾向を評価するため
に，コクラン・アーミテージのトレンド検定を実施した
結果を示している．口腔内写真は統計学的に有意に増加
傾向を示していた．その他の画像種類では統計学的に有
意な傾向は示さなかった．
　表５Aは，対象期間である2017年度から2024年度ま

での利用目的と画像種類ごとの申請件数の合計を示して
いる．CT画像は，「他医療機関提供」が最も多く (1,653
件)，続いて「その他（院内）」（886件），「論文・学会発表」

（219件）や「教育利用」（217件）が高い件数を示した．「セ
カンドオピニオン」（14件）や「認定医等申請」（20件）な
どは相対的に少なかった．パノラマエックス線画像は，

「他医療機関提供」（948件）が主な利用目的であったが，
「教育利用」（666件）や「認定医等申請」（507件）も多く，
論文・学会発表（290件）や「その他（院内）」（278件）も比
較的高い件数を示した．「セカンドオピニオン」（11件）
は低い水準にとどまった．歯科用口内法エックス線画像
では，「教育利用」が最も多く (704件)，次いで「認定
医等申請」（310件），「その他（院内）」（302件）が多かった．

「他医療機関提供」も288件と一定数あるが，他の上位
と比べるとやや少ないことが示された．口腔内写真では，

「教育利用」が最多で，次に「その他（院内）」（77件），「論
文・学会発表」（45件）が続いた．「他医療機関提供」（49件）
も一定数あるが，「認定医等申請」や「セカンドオピニ
オン」は０～数件と少なかった．MR画像では，「他医療
機関提供」が752件と圧倒的に多かった．「その他（院内）」

（40件）や「教育利用」（30件）は比較的少なく，「認定医
等申請」（２件）や「その他（院外）」（９件）はさらに少な
かった．セファログラムでは，「他医療機関提供」（96件）
が最多だが，歯科用口内法エックス線画像やパノラマ
エックス線画像ほどの件数には及ばなかった．「認定医
等申請」（43件）や「その他（院内）」（41件），論文・学会

Table 4: Temporal Trends in Medical Image Type Utilization: Annual Distribution and Cochran-Armitage Trend Analysis
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発表（26件），教育利用（24件）がほぼ同程度で推移した．
胸部エックス線画像・PET画像・その他について，胸
部エックス線画像では「他医療機関提供」（142件）が大
半を占め，PET画像も同様に「他医療機関提供」（80件）
が多かった．顎関節パノラマエックス線画像，手根骨エッ
クス線画像，咬合法エックス線画像，歯科用コーンビー
ムCT画像，腸骨エックス線画像ではいずれも総件数が
少なく，他医療機関提供，教育利用などの特定の利用目
的に限られているか，あるいは申請自体が少ない傾向に
あったことが明らかになった．
　表５Bは，多項ロジスティック回帰分析の結果で統計
学的に有意に増加を認めた項目のみを示している．他医
療機関提供の利用目的では，歯科用コーンビームCT画
像，教育利用では，歯科用口内法エックス線画像，口腔
内写真，パノラマエックス線画像，手根骨エックス線画像，
認定医等申請では，パノラマエックス線画像，歯科用口
内法エックス線画像，セファログラム，セカンドオピニ
オンでは，MR画像，CT画像，PET画像，胸部エックス線
画像，頭蓋エックス線画像，開示請求では，顎関節パノ
ラマエックス線画像，胸部エックス線画像，咬合法エッ
クス線画像，頭蓋エックス線画像，腸骨エックス線画像，
歯科用コーンビームCT画像，その他（院内）では，CT画
像，歯科用口内法エックス線画像，口腔内写真，顎関節
パノラマエックス線画像，胸部エックス線画像，咬合法
エックス線画像，頭蓋エックス線画像，PET画像，腸骨
エックス線画像，咬合法エックス線画像，手根骨エック
ス線画像が統計学的に有意に増加したことが示された．

４．考察

　本研究では，2017年度に開設されたスキャンセンター
での医用画像の情報提供に着目し，年度別の申請件数お
よび使用目的，診療科別・画像種類別の動向を包括的に
検討した．その結果，申請件数は2017年度における400
件程度から，2018年度以降は800件台，2021年度および
2023年度には1,000件を超える水準となった．2017 ～
2020年度は特に増加が著しかったものの，2021年度以
降は相対的に横ばいで推移しており，この変化にはス
キャンセンターでの医用画像提供の運用体制の整備や本
院内での周知状況など，複合的要因が影響した可能性が
高いと考えられる．
　まず，スキャンセンターの開始当初は周知不足や本院
内・院外への提供先を問わず，CD-Rへの書き出しのみ
の対応とする技術的制約に加え，スキャンセンター職員
が本来業務と並行して対応していたことが申請数に影響

を及ぼしたと考えられる．しかし，院内利用には，申請
者自らが画像抽出を行えるように，暗号化機能を有する
USBメモリの導入や画像抽出方法を示すマニュアルの
整備によって，教員が迅速に必要な画像情報へアクセス
できる体制が整備されてきた結果，申請件数増加の一因
となったことが考えられる．
　利用目的の分析では，対象期間を通じて他医療機関へ
の情報提供が最多を占めたことから，スキャンセンター
が学内のみならず学外との連携においても重要な役割を
担っていることが示唆される．また，エックス線画像や
CT画像などの医用画像は地域医療連携においても重要
な臨床情報であり，医療機関間で医用画像を共有する機
会が増えていることが報告されている４，５）．医用画像の
共有は，患者の状態や経過を正確に把握できるだけでな
く，検査の重複を防止するなどの多くのメリットがある
ことも報告されている６-８)．
　一方，認定医取得や教育目的での利用が近年大きく増加
している点は注目に値すると考える．これは，症例検討や
学術発表の機会が拡大していることや，診療参加型臨床実
習を行っている６年次生の自験症例の発表義務化や，臨床
研修医による毎朝のカンファレンスや症例発表会９）を通じ
た診療情報の必要性が増加するなど，教育カリキュラムの
変容が少なからず影響しているとも考えられる．さらに，
比較的件数は少ないながらも開示請求やセカンドオピニオ
ンの需要が徐々に増加していることは，歯科医療における
患者主体の情報開示ニーズが高まりつつあることを反映し
ていることが推測される．こうした動向は，政府方針にお
いてもマイナポータルやPersonal Health Record（PHR）
の普及による，患者が自身の診療情報の共有が可能となる
ことを重要施策として位置づけており10)，政府が求める医
療機関のデジタルトランスフォーメーション推進の状況と
も合致すると考える．
　診療科別では，口腔外科や口腔内科が安定的に高い申
請数を示す一方，口腔インプラント科や矯正歯科，第二
総合診療科などで2021年度以降の増加が顕著であった．
この背景として，歯科臨床の高度化に伴い，術前評価や
治療計画立案の段階で医用画像の活用が必須となりつつ
あることが考えられる．また，口腔外科や口腔内科，矯
正歯科や口腔インプラント科では，３次元情報を用いた
治療計画が一般化しており11-17)，研究や症例報告におい
ても画像評価が欠かせなくなっている現状が考えられ
る．さらに，先ほど述べたように教育面でのケーススタ
ディ増加も診療科別の申請件数を押し上げる要因となっ
ていると考えられる．
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Table 5: Association Between Usage Purpose and Image Type: Cross-Tabulation and Multiple Logistic Regression Analysis 
Based on the Total Number of Applications During the Research Period
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　画像種類の評価では，CT画像およびパノラマエック
ス線画像が引き続き中心的な需要を示していた一方，歯
科用口内法エックス線画像やMR画像の割合が年々増加
傾向を示していた．CT検査は高い診断精度が得られる
ことから多様な診療科で用いられ，パノラマエックス線
画像は歯列全体の把握に適しているため，両者が全期間
を通じて高水準であることは妥当であることが考えられ
る．一方，歯科用口内法エックス線画像の増加は，補綴
や保存治療における歯冠・歯根・根尖・歯槽骨などの評
価や，臨床研修ならびに学生の教育目的への応用が加速
している可能性が高いと推測される．MRI検査の利用増
加は，顎関節症や口腔領域の軟組織病変に対する評価が
重要視されている現状を反映しており18)，特に専門性の
高い診療科が積極的に活用していることが示唆される．
コクラン・アーミテージのトレンド検定でMR画像の減
少傾向を示唆する結果があることから，今後もさらなる
検証が必要である．
　利用目的別での画像種類において，歯科用コーンビー
ムCT検査は歯科および顎顔面領域の三次元的評価に優
れた画像診断法であり，特にインプラント治療や外科的
処置の術前評価などで有用とされる．そのため，他医療
機関への情報提供の際に歯科用コーンビームCT画像が
選択される頻度が高いと考えられる．教育利用の目的で
は，口腔内写真は視覚的にわかりやすく，教育資料とし
て頻繁に用いられる．また，歯科用口内法エックス線画
像やパノラマエックス線画像は，齲蝕や歯周病の診断に
必要な情報を提供するため，学生や研修医の教育におい
ても活用される頻度が高いと考えられる．特に，歯科用
口内法エックス線画像が最も高い関連を示したことか
ら，局所的な診断を目的とした教育利用が多い可能性が
ある．認定医等の申請では，過去の症例記録や診断資料
を提出する必要があり，特に歯科領域においては歯科用
口内法エックス線画像やパノラマエックス線画像が基本
的な診断ツールとして頻用されることが示唆される．ま
た，矯正治療の評価に不可欠なセファログラムや，軟組
織の診断に有用なMR画像の関連性が示されたことは，
認定医等の申請において多様な画像資料が求められるこ
とを反映していると考えられる．セカンドオピニオンの
目的で有意に関係した，CT検査やPET検査は，悪性腫
瘍の診断や進行度評価において重要な画像診断法であ
り，これらの検査結果をもとに他の医療機関の専門医に
意見を求めるケースが多いと考えられる．また，顎関節
症の診断に関する相談がセカンドオピニオンとして行わ
れる可能性も示唆される．開示請求の目的ではCT画像

が最も高い関連を示したことから，患者や損害保険会社
などが診断や治療経過を確認するために，より詳細な画
像情報を求める傾向があることが考えられ，さらに歯科
用口内法エックス線画像や口腔内写真も治療記録の一部
として開示が求められるケースが多いと考えられる．
　総合的に見ると，スキャンセンターは従来の医用画像の
保管・提供業務を超え，さまざまな診療科・研究・教育目
的に対応する多角的な役割を担うようになってきていると
考えられる．今後は，より厳格な個人情報保護やセキュリ
ティ管理を維持しながら，運用面での効率化や申請者支援
を進め，継続的な需要増に対応できる体制を確立すること
が求められると考える．また，認定医等申請や教育利用の
増加傾向に鑑み，画像取得から申請・提供に至るまでの手
続きを簡便化し，院内外との情報共有を円滑にする施策の
推進を検討する必要があると考えられる．これにより，臨
床現場だけでなく研究・教育シーンでも活用しやすいイン
フラへと発展することが期待される．
　本研究の主な限界として，単一の大学病院における後
ろ向き研究であることが挙げられる．大学病院という特
殊性から，一般の歯科医療機関と比較して，より高度な
医療需要や教育・研究目的での画像利用が多い可能性が
ある．また，地域性による偏りも考慮する必要がある．
例えば，都市部の大規模病院と地方の医療機関では，医
用画像の利用パターンや需要が異なる可能性が高い．さ
らに，本院独自の運用体制やシステム構築が結果に影響
を与えている可能性も否定できない．これらの要因によ
り，本研究の知見を他施設に一般化する際には慎重な解
釈が必要である．また，本研究で用いた診療情報等利用
申請書のデータには，いくつかの質的な課題が存在する．
第一に，申請書の記載内容の正確性と完全性について，
申請者による記入漏れや不正確な記載が存在する可能性
がある．特に利用目的の分類において，複数の目的が存
在する場合に一部のみが記載される可能性や，分類の解
釈が申請者によって異なる可能性がある．第二に，デー
タ入力過程での職員によるヒューマンエラーの可能性も
考慮する必要がある．これらの問題に対して，定期的な
データ監査やダブルチェック体制の確立などが今後の課
題として挙げられる．さらに，一部の項目については件
数自体が少ないため，十分な検証や比較が行えなかった
点から，特定のカテゴリーにおける実態把握にはさらな
る調査が望まれる．また，歯科医師数や対応方法が年度
ごとに変化しているにもかかわらず，これらが申請件数
に与える影響を定量的に評価していない点も，本研究の
限界の一つである．さらに，教育カリキュラムの変更と
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いった外因性要素について，詳細に検討できていない側
面もある．以上のような制約を踏まえつつ，今後は，よ
り汎用的な知見を得られるように経時的な変化や変遷を
追跡する必要があると考える．

５．結論

　スキャンセンターでの医用画像の情報提供は，本院に
おける臨床・研究・教育の諸活動を支える基盤として機
能しつつあることが確認できた．その一方で，今後ます
ます増大する多彩なニーズに応えるためには，運用面で
の整備やシステムの拡張だけでなく，院内外との連携を
密にして利用価値を高めていくことが肝要である．こう
した取り組みを継続的に行うことで，さらに効率的かつ
安全な医療情報共有環境を実現し，歯科医療の質的向上
や教育水準の充実へと寄与していくことが期待される．
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Kyushu Dental University has incorporated a “Laboratory 
Assignment” into its curriculum since 2006 to foster a research 
mindset in undergraduate students. This paper reviews the 
history of the program, outlines its current status, and 
identifies remaining challenges. The study examined the 
procedures for student placement, the duration of 
assignments, the implementation of presentation sessions, 
and the results of an online questionnaire. Although issues 
such as a shortage of research topics and an imbalance in 
the number of students accepted per laboratory persist, the 
student-led management of presentation sessions helped 
invigorate discussions. The questionnaire revealed that most 
students viewed the program positively and rated the 
participating faculty highly. In the future, further revisions will 
be necessary to enhance learning outcomes, including an 
examination of the appropriateness of implementing this 
program for second-year students.
Key words: Laboratory Assignment, Dental Education, 
Student Evaluation
　九州歯科大学では，学部学生のリサーチマインド向上
を目的として，平成18（2006）年度より「研究室配属」

をカリキュラムに組み込んでいる．本稿では，これまで
の研究室配属を振り返るとともに現状と課題について整
理した．学生の配属先決定や配属期間，発表会の実施，
そしてオンラインアンケートの集計を行った．研究テー
マ不足と受入れ学生数の不均衡が依然課題として残る一
方，発表会の学生主体運営により質疑応答の活性化が見
られた．アンケートでは大部分の学生から実施内容に関
して肯定的な評価が得られ，対応した教員に対する評価
も高かった．今後は，配属学年（2年生）の妥当性検討も
含めて，学習効果の向上ならびに基礎研究者の育成に向
けた実施内容の改正を検討する必要がある．
キーワード：研究室配属，歯学部，学生評価

１．緒言

　研究室配属カリキュラムの目的は「学生が研究に対す
る理解を深めるために九州歯科大学の研究室で実施され
ている研究を見学あるいは研究に参加し，リサーチマイ
ンドをもった歯科医師になるように教育すること」とし，
本学では平成18（2006）年度に開始された．2025年度で
20年目となる．到達目標としては，実験・調査・文献
検索・論文抄読および演習を通じて研究の意義を理解し，
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研究手法，データの解析方法および考察の仕方などにつ
いて学ぶことである．
　開始当時は５年生で行われたが，その後，カリキュラ
ムの再編成などがあり，平成27（2015）年度から平成29

（2017）年度の間，２年生と５年生の２学年を同時に行
う時期もあったが，平成30（2018）年度以降は２年生で
実施されている１）．
　本カリキュラムの流れは以下の通りである．まず，研
究室配属説明会を開催し，そこで教員によって分野での
研究テーマの説明ならびに概要について説明してもら
う．学生はその内容を踏まえて希望する研究テーマを決
める．研究室配属運営会議で希望内容を集約し，配属先
が決定される．前期・後期を通じて各研究室で研究に取
り組み，夏休み明けに研究発表のために予稿集を作成し，
１次発表が11月，２次発表が12月に行われる．研究ノー
トの提出ならびに担当教員による学生評価が行われ，本
カリキュラムは終了する．
　本稿では，研究室配属の現状と課題について，１）研
究テーマの数と内容，２）学生の配属先，３）配属の期間，
４）発表会の段取り，５）発表会の評価方法，６）スチュー
デント・クリニシャン・リサーチ・プログラム（SCRP）
参加への対応および７）アンケート結果と考察（学生・教
員）について論じてみたいと思う．

２．学生の配属方法について

　各分野から出される研究テーマは原則として１分野１
テーマであるが，分野によっては複数の研究テーマを提
示している．2024年度の研究テーマ数は26個であった．
各分野によって配属可能な学生数が異なっており，おお
よそ２名から５名くらいが多い（平均：3.5）．学生数が
95名とすると，研究テーマ数は105÷3.5＝30個が必要
となる計算である．しかし，実際には足りないことが多
いので分野間で人数調整が必要となってくる．学生には
第１希望から第５希望（最大第10希望まで）まで多目に
希望先を聞いており，部会の方で配属希望先リストを作
成して配属先を決定している．配属先の調整方法として，
学生自身の希望に加えて成績評価（GPA）スコアも考慮
に入れている．調整方法について簡単に述べると，学生
には第５希望まで研究テーマを選んでもらい，その上で
１年次のGPAを参照してマッチング手法の１つである
Gale-Shapleyアルゴリズムを用いて行った２）．
　しかしながら，学生から配属先についての不満が毎年
発生している．例えば，「自分の希望と異なる研究班に
配属された」とか，「自分よりGPAが低い学生が配属さ

れているのに自分が外されたのはおかしいのではない
か」といった不満が運営会議に上がってくる．また，結
果的に予め教員が希望していた配属希望数を上回る学生
数をとってもらうという事態もしばしば発生しており，
教員側に負担増となることがある．今後は，研究テーマ
数と配属可能学生数のバランスがとれるように運営会議
がリーダーシップをとって事前調整を行っていく必要が
あると考える．
　この配属先問題は研究室配属がスタートした当時から
みられたことである．現在は運営会議が学生からの希望
調査結果を集約する形にしているが，過去には研究テー
マごと，ないし教員と希望する学生間で調整してもらう
という形をとっていたこともあった．希望する学生が多
数になった場合は，抽選で決めるなどの方法をとること
もあった．しかし，どのような方法をとってもすべての
学生に希望通りになる可能性は極めて低いため，学生と
教員相互で折り合いをつけていくしかないだろう．引き
続きの検討課題としたい．

３．配属の期間について

　現在，コマ数は40となっているが，７月の中旬まで
に26，夏休みをはさんで後期のコマ数は14となってい
る．後期のコマ数は少なく，その割には予稿集の作成や
発表用のポスター作成や（２次発表に進んだ場合は）スラ
イド作成など課題は多い．つまり，コマ数が前期に偏っ
ており，全体のバランスが悪いという問題がある．また，
2024年度は１次発表を学祭の前に行ってしまったため，
ポスターを講堂のホワイエに展示することができなかっ
たのは反省点であろう．今後は，１次・２次発表会の時
期をもう少し後にずらすなど，配属期間の再検討が必要
と思われる．

４．発表会までの段取り

　１次発表はポスター発表，２次発表は講堂での口演発
表としている．2024年度は予稿集の原稿〆切は10月９
日，１次発表は10月23日であった．後期の授業開始は
９月17日であったので，研究成果を整理し，予稿集の
作成に費やせる時間は十分とはいえない．したがって，
担当する教員は夏休み中にも準備をするなど，学生不在
の状況で作業することが求められる．著者の場合，夏休
み期間中にTeamsを使って学生とオンライン会議を
行ったこともあるが，実際のところ，学生側の都合など
もあるため，共有できる時間をみつけることはハードル
が高い．
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５．発表会の評価方法について

　１次発表はポスター発表の評価方法について述べる．
当日は奇数番号，偶数番号に分かれて数分間（10分程度）
のフリーディスカッションの時間を設けている．その間，
発表者は他の班の学生や教員に対して研究内容の説明を
行い，さまざまな質問やコメントを受ける．採点用の用
紙は学生と教員に配布される．学生はよい発表と思われ
る研究テーマの番号を採点用紙に演題番号を記入する

（図１）．
　一方，教員側も同様の採点用紙に演題番号を記入し，
回収箱に入れる．
　ここで２点，問題点を提示したい．１点目は採点方法
についてである．以前には，今のようなフリーディスカッ
ションではなく，各ポスターごとに順々に発表してもら
い，その都度，評価する方式で行っていたこともある（小

野運営会議長時代）．もう１点は，学生による評価のあ
り方である．学生によっては友人などグループである演
題に対して票を集中させるといった組織票行動が行われ
ているという話を聞いたことがある．これでは公平な評
価とはならない．部会では学生票と教員票の評価基準に
ウエイトかけて傾斜配点による評価を行っている．今回
は教員票を２倍にして学生票との合計値で順位を決定し
たが，どの程度のウエイトが適正なのか引き続き議論し
ていく必要があろう．
　２次発表は１次発表で高評価を得た演題について講堂
での口演を課している．評価は教員のみとし，評価メン
バーは歯学部長，歯学科長，大学院科長，教務部会長，
講座長としている．評価基準はルーブリックによって行
われている（図２）．
　これまで司会（座長）は教員によって行われてきたが，
質疑応答の時間をとっても学生からの質問ができること
はほとんどなかった．その状況を少しでも改善できない
かと運営会議で話し合った結果，2024年度は学生が主
体となった形にしようと司会（座長）は学生が行うことと
した．質問する学生は２次発表に進めなかった班に２次
発表の演題を当てはめ，当日までに質問を考えてきても
らう形にした．その結果，すべての演題について質問が
出て，プレゼンターが答えるという本来の姿に近づいた
印象をもった．今後，さらにブラッシュアップしていく
予定である．

６．SCRP参加への対応について

　SCRPは，海外において60年以上の歴史をもつ．
1995年から日本歯科医師会主催，デンツプライシロナ
社後援により行われるイベントとなり，2024年度で30
回を迎えた．毎年８月にSCRP日本代表選抜大会が開
かれている．発表は英語での口演発表と質疑応答からな
るコンピティションとなっている．本学におけるSCRP
参加者をどのように確保し，世界大会への進出者を輩出
していくかが課題となっており，対策が求められている．
　2024年度は全国大学歯学部から20演題が参加し，そ
のうちの３題（日本大学松戸歯学部２年生，鹿児島大学
歯学部４年生，岡山大学歯学部３年生）が上位入賞となっ
た３）．本学では，以前は，２次発表に残った演題のうち，
優秀発表賞を獲得した研究チームがSCRPへの参加切
符を手にする方式で参加者を送り出してきた．
　学生によっては研究室配属プログラム終了後も研究を
継続したい者がいたが，カリキュラムとしては実施され
てこなかった．2022年度から新たなカリキュラムとし

Figure 1: Ballots in the first round announcement (Upper : 
For students ; Lower : For faculty)

図の説明
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て，Student Research Projects（SRP）ⅠおよびSRPⅡ
を始めた．シラバスには，「学生諸君が研究に対する理
解を深めリサーチマインドを持った歯科医師になること
を目的とする．研究室配属後にも継続してリサーチを
行っている研究者としての教員と接し，歯科医学に対す
る科学的な見方・考え方を養ってもらう」と記載されて
いる．この選択科目を選択した学生は３年生，４年生と
研究を継続することができ，研究成果を蓄積したのちに
SCRPに参加・発表を行うことになるので十分な準備
期間を確保できるというメリットがある．しかし，口頭
発表ならびに質疑応答にクリアできる英語力の質向上も
課題となっている．

７．アンケート結果について

　2024年度研究室配属後に行った無記名のアンケート
を実施した．対象人数および回収率はそれぞれ学生（86
名，84％），教員（23名，96％）であった．
　教員向けアンケートの質問内容の一部を表１に示す．
今回は，Moodleにアップされた回答結果について単純

集計のみ行った．
　教員向けアンケートの結果を表２に示す．発表会の時
期や発表会の方法については７割を超す教員からポジ
ティブな意見が得られたが，配属方法や通年にわたる期
間については３～４割の教員が問題意識をもっているこ
とがうかがえた．

【アンケートの自由記載項目】
【教員からの意見】
１）発表会の時期について：
　・�夏期休暇後にもう少し研究する時間があった方がよ

いので後期のコマ数を増やして１次発表は11月中
旬ころが望ましい．

　・�前期の定期試験前になると学生の余裕がなくなるの
で後期のコマ数を増やした方がよい．非常勤講師に
よる特別講義のコマ数もやや多いと感じた．

２）発送方法について：
　・�ホワイエでのポスター発表の場所がやや窮屈に感じる．
　・�１次発表でポスター前でのプレゼンテーションを設

定した方が他の班の研究内容の理解につながるし，

Figure 2: Rubric table used to evaluate the second round presentation
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プレゼンテーションを経験することにつながると考
える．

３）発表の評価方法について：
　・�学生による投票は，発表内容以外の要素が入ってし

まうことがあるので傾斜配点を工夫すべきと考える．

　次に学生向けアンケートの質問内容の一部を表３に示す．

　学生向けアンケートの結果を表４に示す．研究の実行
性，研究室の準備状況ならびに教員の熱意について８割
以上の学生がポジティブに感じていたことがわかった．
積極性，達成感ならびに研究室配属の意義についても８
割以上の学生が満足していたことがわかった．
　このように大部分の学生にとって研究室配属プログラ
ムは評価できるものであったことがうかがえる．担当し
た教員がさまざまな点で学生を支援していた姿がみえる
結果であった．教員からは，研究室配属の時期や後期の
コマ数ならびに発表のしかたについてなどについての意
見が多かった．これらの意見を踏まえ，改善していく必
要があるだろう．

８．将来展望

　研究室配属は過去に行われていた「基礎配属」という
カリキュラムが起点となっている．その目的としては，
基礎研究に興味を持つ学生に研究のきっかけをつくるこ
と，さらには将来，大学院や研究者への道をサポートす
るという目的であったと思う．そして，配属も基礎研究
室のみであったと記憶している．それが，平成18年度
から研究室配属というカリキュラムが編成されることと
なり，原則，すべての研究室に拡大され，現在に至って
いる．
　これまでの経緯を踏まえ，今後検討すべき問題を２点
に絞って考えてみたい．１点目は研究室配属を開始する
学年である．２点目は当初のアウトカムとしていた基礎
研究者の育成ないし大学院生の増加につながってきたの
か，という問いである．
　１点目の開始時期について他大学歯学部の例をみてみ
る．例えば，岡山大学歯学部や長崎大学歯学部，大阪大
学歯学部では３年次生，東京科学大学歯学部や広島大学
歯学部では４年次生で実施しているようである．また，
研究期間についても各大学によって異なっているが，お
おむね３～６か月間が多いようである．さらに海外への
短期留学を組み込んでいる大学もある．例えば，岡山大
学歯学部では，ODAPUSプログラム（岡山大学歯歯学国
際交流演習）を作っており，これに参加すると，その期間，
海外の交流協定校に聴講生として参加することができ，
自由研究演習は免除されるというシステムがある４）．
　本学のように２年生で研究を始めるメリットとしては
実験手技など早くから慣れることができる点であり，継
続して研究できる環境があれば，学会発表や論文作成に
つなげることも可能と思われる．したがって，上述した
SRPIとⅡがうまく機能していくことが期待される．こ

Table 1: Questionnaire items for faculty (extract)

Table 3: Questionnaire items for students (extract)

Table 4: Results of the survey

Table 2: Results of the survey
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れが機能するかどうかは，２点目の研究室配属プログラ
ムのアウトカムに直結してくる．
　学生と教員両者にとってwin-winになるようなしくみ
作りが必要かもしれない．本学の教員は学生への支援を
最大限行っていると思う．その裏返しとして時間的な負
担感を感じていることも否定できない．これらのバラン
スをどうとっていくのかが課題だと思われる．著者らの
学生時代は２年生に自由研究というカリキュラムがあり，
夏休みなどに研究室に出入りして研究したことを鮮明に
覚えている．今，振り返っても有意義な時間であったと
思う．研究室配属自体は実のあるカリキュラムと思うが，
20年目を迎える今，そのあり方や意義について再検討す
る時期にきている．現時点で具体的なアクションプラン
は道半ばである．今後，教員全体で建設的な議論をして
いくことが求められている．ご意見等はいつでもウェル
カムなので，運営会議メンバーまでお願いしたい．
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はじめに

　誤嚥性肺炎発症の主要な原因は，誤嚥そのもの，患者
の抵抗力，細菌を含んだ唾液，の３つが重なりあうこと
で発症する．そして，このうち「細菌を含んだ唾液」の
細菌を減少させることを目的に口腔衛生管理（以下，口
腔ケア）が行われてきた．
　歯科医師，歯科衛生士による口腔ケアが誤嚥性肺炎予
防に効果があったとする報告をはじめ，要介護高齢者に
対し広く口腔ケアが行われている．では誤嚥性肺炎予防
のための口腔ケアとは何か？と聞かれれば，不思議なこ
とに三者三様である．それは，個人が「良い」と考える
口腔ケアをそれぞれ行っており，実は誤嚥性肺炎予防を
目的とした方法はまだ標準化されていないためである．

口腔ケアとは

　そもそも「口腔ケア」は単体の手技ではない．口腔ケ
アのうち器質的ケアとしてはブラッシング，口腔内清拭，
舌苔除去，含嗽指導など，機能的ケアとしては，嚥下訓
練，口腔機能訓練などが挙げられる．このうち器質的ケ
アでは，ブラッシング＋口腔内清拭，PMTC＋舌清掃，
どちらの組み合わせも同様に「口腔ケア」とされており，
各個人が考える口腔ケアのメニューは様々で統一されて
いない．誤嚥性肺炎予防のために行うのであれば，各手
技が唾液中細菌数に対しどのような効果があるのかを考
慮して行うべきである．しかし個々についても不明な点
が多い．このことから，各口腔ケア手技の効果を明らか
にした上で，組み合わせについて検討する必要があると
考えた．

ブラッシングの効果は？

　口腔ケア手技の花形と言えばブラッシングである．で
はブラッシングをすると唾液中の細菌数はどうなるだろ
うか．また，よくブラッシングと組み合わせられる手技
である口腔内清拭と含嗽を含め，唾液中細菌数に対する
効果について検討を行った（図１）１）．
　結果は，ブラッシングを行うと唾液中細菌数は増加し
た．一般的には口腔内を清潔に保つためにブラッシング
を行っており，ブラッシングで唾液中の菌が増加すると
いう結果を不思議に感じるかもしれない．しかしこれは，
われわれが普段行っているブラッシングは「ブラッシン
グ+含嗽」をセットとして認識していることによる．ブ
ラッシングそのものは，歯に固着していた歯垢を口腔内

図１：唾液中細菌数に与えるブラッシング・清拭・含嗽の効果
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に磨き落とすため，唾液中の細菌が増加する手技である
と認識する必要がある．
　ブラッシング後の汚染唾液の回収を期待する方法とし
て，含嗽に効果がみられた．このことから，これまで以
上に意識し，ブラッシング後の含嗽を励行するべきと考
える．次に，口腔内清拭を検討したところ，残念ながら
十分な細菌数減少効果はみとめられなかった．訪問歯科
診療の対象者は含嗽ができない場合も多く，現状，含嗽
の代わりとして一般的に口腔内清拭で対応している．し
かし，口腔内清拭で十分は細菌の回収が見込めない以上，
含嗽が困難な対象者へのブラッシングは，誤嚥性肺炎の
リスクを増加させている可能性もある．しかし，経口摂
食を行う要介護高齢者では，歯垢はう蝕，歯周病の原因
となること，そして唾液中の細菌数の増加にも関連する
可能性があることから2），ブラッシングは必須である．
では含嗽ができないのだから清拭をするしかない，「しょ
うがない」で済ませてしまって良いのだろうか．

新しい（？）発想：化学的アプローチ

　私が目指す標準化された口腔ケアは，簡単，効果的，
器具機械が重くない，の３Kを兼ね備えたものが望まし
いと考えている．訪問歯科診療の実情は，鉄の塊（ポー
タブルエンジン）と，なぜか重くなる口腔ケアセットを
運び，夏はクーラーのないお宅で汗だくで口腔ケアを
行っており，過酷の一言に尽きる．たとえそのような状
況でも，手技が複雑で時間がかかるとしても，効果的で
あれば医療者として否やはない．しかしやはり３Kであ
ればあるほど普及しやすく，普及しなければ意味がない
と考えたためである．
　その上でいくつかの方法を検証したが，前述の物理的
な手技のみでは限界を感じた．そこで，化学的なアプロー
チとして，消毒作用のある含嗽剤のうち保険適用のある
ネオステリングリーンうがい液0.2％，ポビドンヨード
7％含嗽剤（以下PV-I）について検討を行った結果，
PV-Iに十分な殺菌効果が認められた．さらに実際の使
用方法として，ブラッシング時の併用やPV-Iゲルと口
腔ケア用ジェルの組み合わせについて検討を行った結
果，ブラッシング時の唾液中細菌数増加抑制効果を確認
した３）．

ポビドンヨードについて

　PV-Iと言うとよく耳にするのがエタノール含有によ
る乾燥である．しかしネオステリングリーン，アズノー
ルにも同様に添加物としてエタノールは含まれており，

PV-Iの添付文書には口腔乾燥の副作用は記載されてい
ない．また，PV-Iは手術部位の消毒にも使用されてい
ることから，粘膜への使用に問題はない．もちろん，ヨー
ドアレルギーや甲状腺機能障害がある場合の使用は控え
るべきだが，効果が認められるものを不必要に忌避する
ことは，患者の不利益につながる可能性がある．とはい
え，臨床上の感覚は無視できるものではなく，今後は安
心して使用が適うような検討も実施したいと考える．

今後の展望

　過去に，「ブラッシングを行うと，口腔内に貯留する
唾液中の細菌数が増えるため…」と論文に記載した際に，
レフリーより根拠を示すように求められた．当然，過去
に検討されているであろうと検索をしたが，論文は渉猟
しえなかった．このことが，自分自身は周知の事実であ
ると考えていてもそうではないことがある，そして口腔
ケアの世界には周知だが実は根拠がない，といったオカ
ルト（occulta：隠された知）が多く存在することに気づ
くきっかけとなった．私が取り扱う研究テーマは，世の
理や真理を解明するような大きなテーマではない．しか
し臨床現場と患者の生活に密着した小さな課題解決の積
み重ねには，大きなやりがいを感じている．今後も医療
者としてオカルトに根拠を，そして小さな結果の積み重
ねにより，医療の進歩と人々のQOLに資するような研
究を続けていきたい．

引用文献

１） Funahara M, Yamaguchi R, Honda H, Matsuo M, Fujii W, 
Nakamichi A: Factors affecting the number of bacteria 
in saliva and oral care methods for the recovery of 
bacteria in contaminated saliva after brushing: a 
randomized controlled trial. BMC Oral Health. 2023 
Nov;23(1):917.

 https://doi.org/10.1186/s12903-023-03676-7
２） Funahara M, Soutome S, Sakamoto Y, Oyama H, Otsuru M, 

Umeda M, Saito T, Nakamichi A: Relationship between Tongue 
Pressure and Salivary Bacteria in the Older Adults Requiring 
Long-Term Care. Gerontology. 2023;69(3):282-288.

 https://doi.org/10.1159/000526227
３） Funahara M, Imakiire A, Funahara R, Oyama H, Soutome S, 

Nakamichi A: A Crossover Trial of a Novel Toothbrushing 
Method for Prevention of Aspiration Pneumonia: Toothpaste 
With Povidone-Iodine and Moisturizing Gel Mixture. Cureus. 
2024 Dec;16(12):e75494. https://doi.org/10.7759/cureus.75494
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はじめに

　2024年１月に口腔保健学科　教授として着任いたしま
した佐藤毅と申します．私は1998年に東北大学歯学部を
卒業し，東京医科歯科大学医歯学総合研究科歯周病学分
野の大学院にて，歯周病原因菌の毒素による細胞へのア
ポトーシス誘導に関する研究で博士を取得しました．大
学院修了後，東京大学医学部附属病院顎口腔外科に医員
として勤務し，大学病院を退職後，開業歯科医院で地域
医療を経験しました．その後，埼玉医科大学病院口腔外
科に助手として赴任し，20年間，口腔外科医療に携わり
ました．この病院では新卒歯科衛生士と共に医学部病院
での口腔衛生管理部門の立ち上げを経験しました．
　臨床の専門は歯周病，顎関節症や滑膜軟骨腫症，顎関
節強直症などの顎関節疾患に加えて，咀嚼筋腱・腱膜過
形成症の治療です（日本歯周病学会認定医，日本口腔外
科学会専門医および指導医，日本顎関節学会専門医およ
び指導医を取得）．咀嚼筋腱・腱膜過形成症という疾患
名は聞きなれない方が多いかもしれません．この疾患は，
2008年に日本顎関節学会で疾患名，2016年に保険病名と
して認められ，2023年度から歯科医師国家試験の出題基
準に明記されました．咀嚼筋腱・腱膜過形成症は学童期
から発症し，ブラキシズム等の異常習癖を持つ患者に多
いことが知られています．その病態は，咀嚼筋である咬
筋と側頭筋の腱の過形成です．腱の過形成により筋の伸
展が妨げられることで，開口が制限されますが，学童期
から長期間にわたり徐々に進行します．かかりつけ歯科
医院で顎関節症と診断されたけれどもスプリント治療な
どの治療でも開口制限が改善されない，あるいは智歯の

抜歯をしようとしたが十分に開口できないので抜歯を依
頼する等の理由で大学病院へ紹介されるケースが見受け
られます．研究に関しては，基礎系研究および臨床系研
究の２本柱で行ってきました．基礎系研究は２つの研究
をすすめてきました．１つは咀嚼筋腱・腱膜過形成症の
病態解明に関する研究です．この疾患において，どうし
て腱の過形成が起こるのかがわかっていませんでした．
われわれの研究成果によって，本疾患の腱に異所性石灰
化が引き起こされてケイ素の沈着が認められること１），
本疾患の腱にはcrystallin beta A4 (Cryba4)タンパク
質の発現が高く，腱へのメカニカルストレスが起こって
いること２），家系解析により発症と関係する遺伝子とし
てBAIAP3(BAI1-associated protein 3）およびPCHD1 
(protocadherin1)が関係する可能性があること３），が示
されました．また，異所性石灰化の原因はメカニカルスト
レスが関連しており，異所性石灰化を抑制する分子である
ADAM metallopeptidase with thrombospondin type 1 
motif 12 (ADAMTS12)発現が低下している可能性を示す
ことができました．もう１つの研究は，神経系と骨代謝
の関係解明に関する研究です．感覚神経が海綿骨にまで
及びsemaphorin 3A(Sema3A)を介して骨代謝を制御す
る新たな調節機構を発見しました４）．また，認知症治療
薬が骨量を増加させること，神経治療薬が歯周病の骨破
壊を抑制すること，等を見出しました．一方で，臨床系
研究として，口腔水分計ムーカスの開発に携わりました．
株式会社ライフとの産学共同研究で第４世代のムーカス
の臨床研究を行い，口腔乾燥症の診断に有用であること
を報告しました５）．教育に関しては，看護学生および医
学部学生の歯科口腔外科の教育を行いました．
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　本学に赴任して１年が経過し，歯科衛生士を目指す学
生の教育に従事していますが，医学部病院で歯科衛生士
と協働した現場の経験を学生に伝えています．本学口腔
保健学科の学生は臨床のみならず研究を経験できる点
で，専門学校の学生とは一線を画します．私がこれまで
に研究で行ってきたように，新しい事を発見する喜び，
楽しさを学生に伝えたいと考えています．本学科の学生
が歯科衛生士界のフロントランナーとなる学生教育を行
い，歯科衛生士の関わる医療がさらに拡大・充実するこ
とを目指してまいります．

引用文献

１） Sato T, Hori N, Nakamoto N, Akita M, Yoda T. 
Masticatory muscle tendon-aponeurosis hyperplasia 
exhibits heterotopic calcification in temporal tendon. 
Oral Dis. 2014; 20(4): 404-408. doi: 10.1111/odi.12140. 
Epub 2013 Jun 11. https://doi.org/10.1111/odi.12140

２） Hayashi N, Sato T, Kokabu S, Usui M, Yumoto M, Ikami 
E, Sakamoto Y, Nifuji A, Hayata T, Noda M, Yoda T. 
Possible association of oestrogen and Cryba4 with 
masticatory muscle tendon-aponeurosis hyperplasia. Oral 
Dis. 2018; 25(1): 274-281. doi: 10.1111/odi.12876. Epub 
2018 Sep 25. https://doi.org/10.1111/odi.12876

３） Tajima R, Okazaki A, Sato T, Ozaki K, Motooka D, Okazaki Y, 
Yoda T. Genetic Landscape of Masticatory Muscle Tendon-
Aponeurosis Hyperplasia. Genes (Basel). 2023; 14(9): 1718. doi: 
10.3390/genes14091718. https://doi.org/10.3390/genes14091718

４） Fukuda T, Takeda S, Xu R, Ochi H, Sunamura S, Sato T, 
Shibata S, Yoshida Y, Gu Z, Kimura A, Ma C, Xu C, Bando W, 
Fujita K, Shinomiya K, Hirai T, Asou Y, Enomoto M, Okano H, 
Okawa A, Itoh H. Sema3A regulates bone-mass accrual through 
sensory innervations. Nature. 2013; 497(7450): 490-3. doi: 10.1038/
nature12115. Epub 2013 May 5. 

 https://doi.org/10.1038/nature12115
５） Fukushima Y, Yoda T, Araki R, Sakai T, Toya S, Ito K, 

Funayama S, Enoki Y, Sato T. Evaluation of oral wetness using 
an improved moisture-checking device for the diagnosis of dry 
mouth. Oral Sci Int. 2017; 14(2): 33-36. 

 https://doi.org/10.1016/S1348-8643(17)30017-4
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はじめに

　最小限の歯質切削量で修復可能な接着ブリッジは高い
臨床成績を収めており１），2008年の保険適応を契機に前
歯部１歯欠損症例において日常的に選択される機会が多
くなった．近年では，従来の接着ブリッジよりも低侵襲
な治療方法として，支台歯を片側のみに設定したシング
ルリテーナーブリッジが臨床応用されており，本邦では
2024年６月に「接着カンチレバー装置」という名称で
保険収載された．しかしながら，国内においては臨床例
や研究が少ないのが現状であり，臨床応用に踏み切れな
い歯科医師も少なくないのではないか．
　そこで本稿では，若手歯科医師から寄せられた疑問に
答えつつ，シングルリテーナーブリッジの基礎知識を紹
介する．

質問１

　シングルリテーナーブリッジは，厳密には「ブリッジ」
ではないのでは？
Answer: ご指摘の通りシングルリテーナーブリッジは，
いわゆる「ブリッジ」と近似した装置であるが，支台歯
数やカンチレバー（片持ち梁）構造の観点からブリッジ
とは異なる装置として定義されている（図１）．海外にお
いても主にsingle-retainer resin-bonded fixed dental 
prosthesesと呼称されているが，従来型の２リテーナー
ブリッジと対比しやすいため，本邦ではしばしばシング
ルリテーナーブリッジと呼称されており，本稿でもこれ
を採用している．

質問２

　接着面積が小さくなるシングルリテーナーブリッジ
（片側性）は，従来型の２リテーナーブリッジ（両側性）よ
りも予後が悪いのでは？
Answer: 前歯部１歯欠損症例における片側性および両側
性接着ブリッジの５年累積成功率および推定残存率を比
較したシステマティックレビューでは，有意差はないも
のの片側性で高い成功率および残存率を示すことが明ら
かとなった２，３）．これらの文献より，片側性のシングル
リテーナーブリッジは両側性と遜色のない予後が期待で
きると考えられる．また，片側性の成功率や残存率が両
側性よりも高値を示した理由として，両側性では支台歯
が異なる方向に動くと接着界面にストレスが生じる可能
性があることや，支台歯の可動性や接着面積が異なる場
合に弱い方から脱離しやすいのではないかと考察されて
いる．

質問３

　シングルリテーナーブリッジの適応症と片側性，両側
性の使い分けは？

図１：シングルリテーナーブリッジ
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Answer: 日本補綴歯科学会のガイドラインによると，
 ・１歯欠損で支台歯となる隣在歯が健全な症例
 ・支台歯が健全なエナメル質を十分に有する症例
 ・支台歯が歯周疾患に罹患していない症例
 ・ 動揺および歯周組織の状態から支台歯としての機能

を十分維持しうると判断がなされた症例
がシングルリテーナーブリッジの適応症とされている４）．
対して，咬合が緊密な場合や咬耗やブラキシズムを認め
る場合は禁忌症とされており，咬合の診査が重要である．
片側性と両側性の使い分けに関して明確な基準はない
が，「片側性ではポンティックと支台装置が支台歯と共
に動くため，I度程度の動揺度であれば許容しうる」と
されているため４），支台歯に軽度な動揺がある場合は片
側性を選択することを推奨する．

質問４

　支台歯形成に決まった形はあるのか？
Answer: クリアランスが十分ある症例などでは，そもそ
も支台歯形成を必要としない場合があることに留意す
る．可能であれば接着時に装置を安定させる，いわゆる
シーティングを目的としたボックスやピンホールの付与
のみに留めるべきである．診査の結果，形成が必要と判
断した場合は，多くの臨床報告で引用されている形成法
があるため参考にされたい（図２）５）．ただし，この形成
法はCAD/CAMを用いて補綴装置を作製する場合に適
応されるものであり，鋳造で作製する場合はグルーブや
小さいピンホールなどの形成に留めることで，より低侵
襲な治療が可能となる．

質問５

　接着操作はどのように行うのか？
Answer: 可能な限りラバーダム防湿を行ったうえで接着
操作を行う．接着の際は，装置の復位を目的としたポジ
ショニングジグをあらかじめ作製しておき用いると良い

（図３）．また，PMTCブラシやエアフローを用いた支台

歯の清掃や装置の材料に合わせた前処理（アルミナサン
ドブラストおよびプライマー処理）を行うことが重要で
ある．

質問６

　装置が脱離した際の再装着は推奨されるのか？
Answer: 二次齲蝕や補綴装置の破損などがない場合は再
装着しても差し支えないと考える．しかし，脱離した原
因を除去していなければ再度脱離する可能性が高いた
め，咬合接触状態や接着操作などを十分に確認する必要
がある．

まとめ

　より低侵襲なシングルリテーナーブリッジによる治療
を成功に導くためには，適応症・禁忌症を正しく判別し，
使用する材料に適した形成や接着操作を行うことが重要
である．

引用文献

１） Miettinen M, Millar BJ. A review of the success and failure 
characteristics of resin-bonded bridges. Br Dent J. 2013; 
215(2):E3

２） Alraheam IA, Ngoc CN, Wiesen CA, Donovan TE. Five-
year success rate of resin-bonded fixed partial dentures: A 
systematic review. J Esthet Restor Dent. 2019;31(1):40-50

３） Mendes JM, Bentata ALG, de Sá J, Silva AS. Survival 
Rates of Anterior-Region Resin-Bonded Fixed Dental 
Prostheses: An Integrative Review. Eur J Dent. 
2021;15(4):788-797

４） 接着カンチレバー装置の基本的な考え方. 公益社団法人日本補
綴歯科学会

５） Kern M, Passia N, Sasse M, Yazigi C. Ten-year outcome of 
zirconia ceramic cantilever resin-bonded fixed dental 
prostheses and the influence of the reasons for missing 
incisors. J Dent. 2017;65:51-55 

図２：支台歯形成例
（S：ショルダー、C：シャンファー、B：ボックス、P：ピンホール） 図３：ポジショニングジグを用いての装着
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高精細診療をサポート

SRP・形成・修復・インプラント・
根管治療等、幅広い臨床をサポート。
拡大鏡併用も可能です。

ネクストビジョン 

ワンアクションで高画質高倍率の拡大映像
デジタルビジョンシステム

最高倍率80倍。
臨床の幅が広がる圧倒的な高画質。
デジタルマイクロスコープ「ネクストビジョン」

全国のヨシダショールームで

体感会実施中！！ 詳細は最寄りのヨシダ営業所へお問合せ下さい。

保険適用機器 手術用顕微鏡として保険適用可能です。
（施設基準に係わる届出が必要です。）

新たなマイクロスコープのかたち「ネクストビジョン」を
ぜひ先生ご自身で体感してください。

20x
40x

8x

80x

新型コロナウィルス対策として、個別・予約制を取らせて頂きます。

ネクストビジョンのラインナップが増えました。
フロアスタンド型（キャスタータイプ）／フロアマウント型（床固定タイプ）／ユニットマウント型

NEW

商品詳細はこちら

販売名：ネクストビジョン 
一般的名称：手術用顕微鏡／可搬型手術用顕微鏡／歯科用口腔内カメラ 
届出番号：13B1X00133000079（一般 特管 設置）
製造販売元：株式会社吉田製作所  東京都墨田区江東橋 1-3-6

東京都台東区上野 7-6-9　ユニット･歯科材料･滅菌器のお問い合わせ 0800-170-5541　https://www.yoshida-dental.co.jp発売元：
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